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11／�年�２００６�
（平成１８年）�８�

◇人と地域が主体のまち�
◇人が集まり、豊かに�
　　すごせる魅力あるまち�
◇活躍する人が育つまち�

市の将来都市像�

地域住民の創意工夫により�

「境川・鶴間せせらぎ広場」が�
完成しました�

「境川・鶴間せせらぎ広場」が�
完成しました�

「境川・鶴間せせらぎ広場」が�
完成しました�

　

神
奈
川
県
と
の
境
に
位
置
す
る
境
川

に
は
旧
河
川
敷
と
し
て
河
川
改
修
前
の

蛇
行
の
状
況
や
自
然
の
面
影
を
残
し
て

い
る
場
所
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
旧
河
川
敷
の
保
存
と
水
辺
空
間

を
備
え
た
潤
い
あ
る
街
づ
く
り
を
進
め

る
一
環
と
し
て
、
鶴
間
地
域
で
活
動
す

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
境
川
緑
の
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
」
が
主
体
と
な
り
、
親
水
広
場
作

り
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
地
元
住

民
の
協
力
も
得
て
手
作
り
で
進
め
ら
れ

た
整
備
作
業
は
６
月
に
完
成
。
７
月　
１４

日
に
は
、
石
阪
市
長
な
ど
も
出
席
し
、

町
田
市
へ
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

鶴
間
公
園
に
程
近
い
こ
の
広
場
は
、

東
京
都
が
管
理
す
る
旧
河
川
敷
を
町
田

市
が
借
用
し
て
い
る
部
分
の
う
ち
、
簡

単
な
植
栽
を
施
し
た
小
公
園
部
分
を
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
や
地
域
の
皆
さ
ん
が
協
力
し

て
整
備
し
た
も
の
で
、
市
内
で
は
初
め

て
の
試
み
で
す
。

　

広
場
内
は
植
栽
部
・
水
系
部
・
裸
地

部
か
ら
な
り
、
水
系
部
に
は
手
押
し
ポ

ン
プ
を
利
用
し
た
井
戸
を
配
置
。
く
み

上
げ
ら
れ
た
水
は
水
路
と
な
り
流
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
水
路
上
に
は
３
本
の
橋

が
架
け
ら
れ
、
中
央
の
植
栽
部
に
自
由

に
行
き
来
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
地
域
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
ベ
ン
チ
も
置
か
れ
、
河
畔
を
散
策

し
、
休
み
な
が
ら
眺
め
ら
れ
る
よ
う
な

趣
向
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
日
常
的
な
管
理
は
町
田
市
と

の
協
定
に
よ
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
中
心
と

し
て
地
域
が
行
い
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
な
ぐ

交
流
空
間
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

□問
 

公
園
緑
地
課
11
７
９
３
・
７
６
１
１

　

６
月　

日
に
有
明
テ
ニ
ス
の
森
公
園

２５

で
行
わ
れ
た
、
東
京
都
中
学
校
テ
ニ
ス

選
手
権
大
会
で
町
田
第
三
中
学
校
テ
ニ

ス
部
が
男
子
団
体
の
部
で
優
勝
し
ま
し

た
。

　

こ
の
優
勝
は
昭
和　

年
以
降
、
私
立

５６

スポーツのスポーツの�

　　　まちだ　　　まちだ�

スポーツのスポーツの�

　　　まちだ　　　まちだ�

スポーツのスポーツの�

　　　まちだ　　　まちだ�

スポーツの�

　　　まちだ�

スポーツの�

　　　まちだ�

校
が
常
連
で
あ
っ
た
同
大
会
で
は
、
公

立
中
学
校
で
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
、
関
東
大
会
で
も

ベ
ス
ト
４
に
入
り
、
全
国
大
会
出
場
が

決
定
し
ま
し
た
。
全
国
大
会
は
名
古
屋

で　

日
か
ら
行
わ
れ
る
予
定
。

１８

町
田
三
中
テ
ニ
ス
部
が
快
挙�

都
大
会
優
勝�

町田ＪＦＣ�

２年ぶり４回目

関東大会�
　出場決定�

　

町
田
の
少
年
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
、
町

田
Ｊ
Ｆ
Ｃ
が
関
東
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

に
東
京
都
代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー
東
京
都
大
会

は
都
内
各
所
で
小
学
生
６
５
０
チ
ー
ム

が
集
ま
り
６
月　

日
ま
で
行
わ
れ
、
町

１８

春
季
大
会
優
勝�

少
年
野
球
チ
ー
ム
「
キ
ン
グ
イ
ー
グ
ル
ス
」�

�　

町
田
市
少
年
野
球
連
盟
所
属
の
チ
ー

ム
、
キ
ン
グ
イ
ー
グ
ル
ス
の
５
年
生
チ

ー
ム
が
、
町
田
市
少
年
野
球
春
季
大
会

で
優
勝
し
ま
し
た
。

　

同
チ
ー
ム
は
４
年
生
の
時
に
も
優
勝

し
て
お
り
、
２
年
連
続
で
の
優
勝
と
な

り
ま
し
た
。

　

な
お
こ
の
優
勝
で　

月
に
行
わ
れ
る

１０

東
京
都
学
童
軟
式
野
球
大
会
へ
の
出
場

権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

町田とオーストラリアの小学生が�

テレビ会議で交流�
指導課1７２４・２１５４�問�

　

市
の
教
育
委
員
会
が
行
っ
て
い
る
国

際
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
、
鶴
川
第

二
小
学
校
の
児
童
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
ヒ
ー
ス
モ
ン
ト
・
イ
ー
ス
ト
小
学
校

の
児
童
と
の
間
で
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し

た
テ
レ
ビ
会
議
が
７
月　

日
行
わ
れ
、

２１

交
流
し
ま
し
た
。

　

同
校
の
パ
ソ
コ
ン
ル
ー
ム
で
行
わ
れ

た
交
流
に
は
３
年
生
の
児
童
５
人
と
石

阪
市
長
も
参
加
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
側

で
は
イ
ー
ス
ト
小
学
校
の
児
童
と
ビ
ク

ト
リ
ア
州
首
相
な
ど
が
参
加
し
、
「
こ

う
し
て
両
国
の
児
童
が
結
ば
れ
て
い
る

こ
と
が
う
れ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

鶴
川
二
小
の
児
童
は
さ
く
ら
や
カ
ブ

ト
ム
シ
の
写
真
を
見
せ
、
質
問
し
た

り
、
着
て
い
た
浴
衣
を
披
露
し
た
り
し

て
英
語
で
や
り
取
り
を
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
石
阪
市
長
も
「
Ｉ
Ｔ
教
育

は
盛
ん
で
す
か
」
な
ど
と
質
問
し
て
い

ま
し
た
。

　

近
年
世
界
各
地
で
大
き
な
地
震
が
相

次
い
で
起
き
、
先
月
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
ジ
ャ
ワ
島
に
お
い
て
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
６
・
２
の
地
震
が
発
生
し
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
記
憶
に
新

し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

時
と
場
所
に
関
係
な
く
襲
っ
て
く
る

災
害
に
対
し
て
日
ご
ろ
か
ら
備
え
を
す

る
こ
と
が
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
有

効
な
手
段
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
は
８
月　

日
（
日
）
に
町
田
市

２７

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の

機
会
に
家
族
ぐ
る
み
、
地
域
ぐ
る
み

町
田
市
自
主
防
災
組
織

　

班
長
講
習
会
が

実
施
さ
れ
ま
し
た

地
元
消
防
団
に
よ
り
自
主
防
災
組
織
に

お
け
る
各
種
役
割
に
つ
い
て
の
講
習

（
本
部
・
情
報
班
、
避
難
誘
導
班
、
消

火
班
、
救
出
救
護
班
、
給
食
給
水
班
）

を
行
い
ま
し
た
。
今
後
、
地
域
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

７
月
３
日
〜　

日
、
市
内　

会
場
で

１６

１０

自
主
防
災
組
織
の
役
員
な
ど
２
５
０
０

人
の
方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
講
習

会
を
実
施
し
ま
し
た
。
講
習
会
は
、
市

・
町
田
警
察
署
・
町
田
消
防
署
並
び
に

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。
な
お
、
詳

細
に
つ
い
て
は
、
次
回
の
広
報
ま
ち
だ

を
ご
覧
下
さ
い
。

町
田
市
総
合
防
災
訓
練

町
田
市
総
合
防
災
訓
練�

町
田
市
総
合
防
災
訓
練

町
田
市
総
合
防
災
訓
練�

町
田
市
総
合
防
災
訓
練�

防
災
課
1
７
２
４
・
２
１
０
７�

問�

備
え
て
あ
ん
し
ん
地
震
対
策
　

備
え
て
あ
ん
し
ん
地
震
対
策
　�

備
え
て
あ
ん
し
ん
地
震
対
策
　�！�！�

8月27日（日）�

▲広場内には井戸が水源の水が流れています

▲

班
長
講
習
会
の
様
子

▲

町
田
Ｊ
Ｆ
Ｃ
の
皆
さ
ん

▲

キ
ン
グ
イ
ー
グ
ル
ス
５
年
生

チ
ー
ム
の
皆
さ
ん

▲

町
田
三
中
硬
式
テ
ニ
ス
部
の
皆
さ
ん

▲けん玉や浴衣も披露

田
Ｊ
Ｆ
Ｃ
は
３
位
に
入
賞
、
関
東
大
会

の
出
場
権
を
得
ま
し
た
。

　

関
東
大
会
は　

日
か
ら
韮
崎
市
で
開

１１

催
さ
れ
ま
す
。
強
豪
ひ
し
め
く
関
東
大

会
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ガ
ン
バ
レ
、
キ
ン
グ
イ
ー
グ
ル
ス
！
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鶴見川流域における「保全調整池」の指定を進めています�鶴見川流域における「保全調整池」の指定を進めています�鶴見川流域における「保全調整池」の指定を進めています�

◆市街化の進展により都市型の水害が多発しています
　開発前、雨は地下に浸透しているため下水道や河川への流入は限られていま
した。しかし、開発によって地表がコンクリートや屋根などに覆われると、短時
間に多量の雨が下水道や河川に集中し、大変、水害の起こりやすい状態となっ
てきます。

◆調整池は、水害からまちを守っています
　調整池は開発された地域の雨水を一時的に貯留し、まちを水害から守ってい
ます。
　調整池は人々が安全に暮らすために欠かせない施設です。

◆これまで、調整池を守る仕組みが不十分でした
　地域の水害を防止するため保全しなければならない調整池は、埋め立てられ
たり、ごみや土砂が投棄され貯留機能が損なわれても、それを防止することが困
難でした。

　

◆ 保全調整池の指定とは？
　鶴見川はこれまで水害が頻発してきたことから、流域の浸水被害を防止する
ため、平成１７年４月１日全国で初めて特定都市河川の指定を受けました。
　これにより、次の３条件を満たす調整池は、都知事が順次、すべて保全調整池
として指定していきます。
①民間所有
②容量１００立方㍍以上　
③特定都市河川指定（平成１７年４月１日）以前に設置

◆保全調整池指定の流れ

◆保全調整池に指定されると？
○指定されると、調整池の機能を阻害する行為については法の規制を受けます。
「調整池の埋め立て、ごみや土砂の投棄、資材の放置、敷地内での建築や工作物等
の設置、流入出口の形状変更、その他調整池を損傷する行為など」
○都は、保全調整池である旨の標識を設置し、広く地域の人々にお知らせします。

◆平成17年度に指定した保全調整池

（開発前）� （開発後）�

「特定都市河川浸水被害対策法」が制定され、既存の調整池を保全する法の
仕組み（保全調整池の指定）ができました。

所在地名　称所在地名　称　
真光寺町東京多摩霊園１２東玉川学園つげ池１
図師町日大三高１３東玉川学園しらかば池２
玉川学園玉川学園Ａ１４稲城市平尾日本大学商学部平尾３
金井町玉川学園Ｂ１５稲城市平尾平尾４

下小山田町多摩丘陵病院１６野津田町国本学園町田キャンパス５
小野路町合掌の郷町田小野路霊園１７成瀬成瀬殖産地区６
成瀬が丘成瀬が丘三丁目１８図師町小山田ゴルフガーデン７
成瀬鹿島第二１９下小山田町ロイヤルライフ多摩８
成瀬鹿島第三２０玉川学園玉川学園四丁目９
真光寺町乗馬クラブクレイン東京２１三輪町広慶寺よつぎ墓苑１０

注）名称は「～保全調整池」という語句を省略
しています。成瀬鹿島第一１１

市長への
意見照会

指定の公示

（東京都

　　公報）

指定の通知

所有者及び

市長

標識
設置

所有者・管理
者の方々への
説明

（指定範囲、
　　標識等）

　今年度も引き続き保全調整池を指定していきますので、管理者や所有
者の皆さんのご協力をお願いします。
　　　　　□問 東京都都市整備局都市基盤部施設計画課11０３・５３８８・３２９６

発
生
状
況

　

今
年
に
な
っ
て
か
ら
６
月　

日
現
在

３０

ま
で
、
町
田
市
内
で
の
振
り
込
め
詐
欺

発
生
件
数
は　

件
で
、
被
害
総
額
は
８

５３

０
０
０
万
円
を
超
え
て
い
ま
す
。
被
害

最
高
額
は
、
１
２
０
０
万
円
で
す
。　

　

犯
人
は
、
皆
さ
ん
の
個
人
情
報
を
不

正
に
入
手
し
て
「
夫
、
息
子
さ
ん
が
チ

カ
ン
を
し
た
の
で
示
談
金
を
至
急
振
り

込
め
」
な
ど
と
電
話
を
し
て
き
ま
す
。

　

「
身
内
の
た
め
に
、
早
く
振
り
込
ま

な
け
れ
ば
」
な
ど
と
気
が
動
転
し
て
、

お
か
し
い
と
思
い
な
が
ら
も
振
り
込
ん

で
い
ま
す
。

　

町
田
警
察
署
で
は
、
振
り
込
め
詐
欺

取
締
捜
査
本
部
を
設
置
し
て
捜
査
を
行

い
、
本
年
既
に
２
人
検
挙
し
て
い
ま
す

が
、
被
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

特
に
最
近
は
、
「
タ
ク
シ
ー
内
に
会

社
の
現
金
を
忘
れ
た
。
弁
償
し
な
い
と

会
社
を
首
に
な
る
。
振
り
込
ん
で
…
」

と
い
っ
た
手
口
の
被
害
も
増
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、　

歳
代
の
若
者
を
対
象
に
し

２０

た
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
料
金
の
架
空
請

求
で
「
す
ぐ
に
振
り
込
ま
な
い
と
金
利

が
か
さ
む
」
と
い
っ
た
手
口
も
あ
り
ま

ピーポくんピーポくん�

町田情報町田情報�
ピーポくん�

町田情報�

町
田
警
察
署
生
活
安
全
課
1
７
２
２
・
０
１
１
０

町
田
市
安
全
対
策
課
1
７
２
４
・
３
２
５
４

振
り
込
め
詐
欺
の
対
策
は
、

万
全
で
す
か
？

振
り
込
む
前
に
１
１
０
番

す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

①
警
察
は
、
示
談
の
仲
介
を
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん

　

「
穏
便
に
す
る
。
警
察
沙
汰
に
し
な

い
」
と
言
っ
た
ら
、
「
振
り
込
め
詐

欺
」
と
疑
っ
て
下
さ
い
。

②
あ
わ
て
て
す
ぐ
に
お
金
を
振
り
込
ま

な
い

・
身
内
を
信
じ
て
下
さ
い
。

・
事
実
を
確
認
し
て
下
さ
い
。

・
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
家
族
や
、
警
察

に
相
談
し
て
下
さ
い
。

振
り
込
め
詐
欺
体
験
電
話

　

警
視
庁
で
は
、
多
く
の
方
に
、
実
際

に
か
か
っ
て
き
た
振
り
込
め
詐
欺
の
電

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
通
話
料
無
料

の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を
開
設
し
ま
し
た

の
で
、
ぜ
ひ
聞
い
て
み
て
下
さ
い
。

11
０
１
２
０
・
３
０
２
９
８
９
（
一
般

加
入
電
話
が
対
象
で
、
携
帯
電
話
で
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
）

　

内
容
（
約　

分　

秒
）

１１

２０

○
痴
漢
示
談
金
名
目
で
２
０
０
万
円
で

示
談
し
よ
う
と
す
る
も
の

○
連
帯
保
証
人
に
な
っ
て
い
た
と
し
て

母
親
に
立
て
替
え
を
依
頼
す
る
も
の

警
視
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

　

警
視
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
内
容
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

警
視
庁
Ｈ
Ｐ
（h

ttp
:/
/
w
w
w
.k
e

ish
ic
h
o
.m

e
tro

.to
k
y
o
.jp

/

）→

ト
ピ
ッ
ク
ス→

振
り
込
め
詐
欺
の
テ
ク

ニ
ッ
ク

「「
人人
のの
輪輪
でで

安安
全全
安安
心心

街街
づづ
くく
りり
」」
（
入
選
標
語
）

（
入
選
標
語
）

ダイオキシン類調査結果を�

お知らせします�
清掃工場清掃工場1７９７７９７・９１５５・９１５５�□�問�

ダイオキシン類調査結果を�

お知らせします�
清掃工場1７９７・９１５５�□�問�

　

町
田
リ
サ
イ
ク
ル
文
化
セ
ン
タ
ー
の

焼
却
炉
及
び
近
隣
環
境
に
お
け
る
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
の
測
定
結
果
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
調
査
方
法

　

大
気
の
調
査
に
つ
い
て
は
６
か
所
で

測
定
し
ま
し
た
（
表
１
）
。

　

大
気
の
採
取
は
、
１
週
間
連
続
で
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
土
壌
に
つ
い
て
は

リ
サ
イ
ク
ル
文
化
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
及

び
近
隣
で
測
定
し
ま
し
た
（
表
２
）
。

　

そ
の
他
、
水
質
、
焼
却
炉
の
排
ガ
ス

等
に
つ
い
て
、
表
３
〜
４
に
示
し
た
地

点
で
測
定
し
ま
し
た
。

○
調
査
結
果

　

大
気
と
土
壌
に
つ
い
て
は
、
環
境
基

準
値
以
下
で
し
た
。
ま
た
、
排
ガ
ス
に

つ
い
て
は
、
排
ガ
ス
の
基
準
で
あ
る
１

立
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
１
ナ
ノ
グ
ラ
ム

（
ナ
ノ
グ
ラ
ム
は　

億
分
の
１
グ
ラ

１０

ム
）
を
下
回
る
結
果
で
し
た
。
そ
の

他
、
清
掃
工
場
の
排
水
と
埋
立
地
の
浸

出
水
を
処
理
し
て
い
る
排
水
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
処
理
水
も
排
水
基
準
値
以
下
で

し
た
。

表１　環境大気測定結果（単位：pg-TEQ/m３）

環境
基準値

測定結果採取日

採取場所
平均

２００６年２００５年
２／７～
２／１４

１１／８～
１１／１５

８／９～
８／１６

６／２９～
７／６

０．６

０．０５４０．０７４０．０７２０．０３２０．０３６少年野球場
０．０５６０．０７３０．０７３０．０３６０．０４０大賀ぐうし館
０．０６７０．０９００．０９４０．０３７０．０４６小山田中学校
０．０５５０．０６６０．０８２０．０３５０．０３７小山田小学校
０．０５７０．０７９０．０７１０．０３６０．０４３埋立地北側
０．０６５０．０７７０．０８２０．０３２０．０６７埋立地南側

表２　土壌測定結果（単位：pg-TEQ/g）

土壌環境
基準値

測定結果　　　　採取日

採取場所　　　
２００６年

３月１４日３月１日

１０００

　３７花の家裏（北側）広場

　３３
リサイクル文化セ
ンター計量棟Ｂの
南側

２４　清掃工場西門の
北側　５０ｍ付近

１０　考古資料室裏（西側）

表３　焼却炉の排ガス等測定結果（単位：（排
ガス）ng-TEQ/Nm3、（飛灰）ng-TEQ/g）

飛灰排ガス採取日
採取場所

測定結果排出基準値測定結果２００５年
１．７

１
 ０．１６６月３０日２号炉

２．７０．０８６６月３０日３号炉
８．５ ０．１４７月２１日４号炉
３．６　７月２１日固化灰
１．３

１
 ０．１５１１月２２日２号炉

３．１０．０９２１１月２２日３号炉
 １２ ０．４４１０月１７日４号炉
３．０　１１月２２日固化灰

表４　水質等測定結果（単位：（水質）pg-TEQ/L、
（汚泥）ng-TEQ/g）

排水基準値：１０
環境基準値：１

２００６年２００５年　　　　　採取日
採取場所　　　　　 ２月９日８月９日

１０．０６００．０６１モニタリング井戸水
１０．０６２０．０６１埋立地南側井戸
１００．２００．３８排水浄化センター処理水

　

１８７．６原水（処理前）
２３３６０工場排水（処理前）
２．０２．２埋立地浸出水（池辺）
０．５０２１埋立地浸出水（峠谷）
３月１日８月９日　
０．０６４０．０９９脱水汚泥
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健康�
　メモ�
（町田市歯科医師会）

　

町
田
市
医
師
会
の
協
力
で
実
施
す
る

も
の
で
す
。

○
対
象　

町
田
市
民
で
勤
務
先
等
で
健

診
の
機
会
の
な
い
、
基
本
健
康
診
査
は

　

歳
以
上
の
方
、
子
宮
が
ん
検
診
は　

１８

２０

歳
以
上
の
女
性
の
方

○
受
診
期
間　

基
本
健
診
は
原
則
と
し

て
誕
生
月
と
そ
の
翌
月
、
子
宮
が
ん
検

診
は
通
年
（
ど
ち
ら
と
も
年
度
内
１

基
本
健
康
診
査

子
宮
が
ん
検
診

回
）

○
受
診
方
法　

健
康
手
帳
（
お
持
ち
で

な
い
方
に
は
病
・
医
院
で
交
付
し
ま

す
）
、
保
険
証
等
を
お
持
ち
に
な
り
、

病
・
医
院
の
一
般
診
療
時
間
内
に
受
診

し
て
下
さ
い
。

※
健
康
課
に
申
し
込
む
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

※
検
診
日
時
が
決
め
ら
れ
て
い
る
病
・

医
院
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ

い
。

○
会
場　

町
田
市
医
師
会
加
入
の
実
施

病
・
医
院
（
必
要
な
方
に
は
病
・
医
院

の
一
覧
表
を
送
付
し
ま
す
。
健
康
課
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。
な
お
、
一
覧
表
は

町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
に

な
れ
ま
す
）

※
町
田
市
民
病
院
は
、
一
次
検
診
の
実

施
機
関
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
基
本
健
康
診
査
】

○
検
診
内
容　

必
須
診
査
（
全
て
の
方

に
実
施
）
＝
①
問
診
②
理
学
的
診
察
③

血
圧
測
定
④
尿
定
性
検
査
⑤
血
液
検
査

（
正
確
な
検
査
数
値
を
出
す
た
め
に
空

成
人
歯
科
健
康
診
査

腹
時
に
お
受
け
下
さ
い
）
▽
選
択
診
査

（
医
師
の
判
断
で
選
択
的
に
実
施
）
＝

①
心
電
図
検
査
②
眼
底
検
査
③
血
糖
検

査
④
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
▽
介
護
予

防
健
診
（　

歳
以
上
の
方
）
①
基
本
チ

６５

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
②
血
清
ア
ル
ブ
ミ
ン
検

○
対
象　

健
診
日
に　

〜　

歳
の
町
田

４０

６５

市
民
（
年
度
内
に
１
回
受
け
ら
れ
ま

す
）

○
内
容　

問
診
、
虫
歯
・
歯
周
疾
患
の

診
査
、
歯
列
咬
合
・
粘
膜
・
顎
関
節
症

・
口
腔
清
掃
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
、
予
防

指
導

○
費
用　

４
０
０
円

○
申
し
込
み　

協
力
歯
科
医
院
に
直
接

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

※
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参

下
さ
い
。

【
非
負
担
者
に
つ
い
て
】

　

次
の
方
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

○
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

○
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
方

※
病
・
医
院
で
渡
さ
れ
る
受
診
票
で
当

日
負
担
・
非
負
担
の
届
け
出
を
し
て
下

さ
い
。

査
③
反
復
唾
液 
嚥  
下 
テ
ス
ト
▽
肝
炎
ウ

え
ん 

げ

ィ
ル
ス
検
査
（　

歳
以
上
の
方
）

４０

※
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査
は
受
診
要
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

※　

歳
以
上
の
寝
た
き
り
の
方
は
医
師

４０
が
訪
問
し
て
診
査
し
ま
す
。
か
か
り
つ

け
医
に
ご
相
談
下
さ
い
。

○
費
用　

無
料
（
た
だ
し
、
定
め
ら
れ

た
検
査
以
外
の
検
査
、
治
療
及
び
投
薬

に
要
す
る
費
用
は
自
己
負
担
）

【
子
宮
が
ん
検
診
】

○
検
診
内
容　

問
診
、
視
診
、
内
診
、

検
体
採
取
検
査
（
頸
部
）

※
子
宮
筋
腫
等
で
子
宮
手
術
を
受
け
た

方
は
、
細
胞
が
採
取
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
事
前
に
医
師
と
相
談
の
う

え
、
検
診
を
受
け
て
下
さ
い
。

○
費
用　

１
０
０
０
円

○
支
払
方
法　

受
診
す
る
際
に
病
・
医

院
に
現
金
で
お
支
払
い
下
さ
い
。

【
非
負
担
者
に
つ
い
て
】

　

次
の
方
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

○
○福
 

医
療
証
を
お
持
ち
の
方

○
○老
 

老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
を
お

持
ち
の
方

○
高
齢
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

○
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

○
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
方

※
病
・
医
院
の
窓
口
で
渡
さ
れ
る
受
診

票
で
、
当
日
、
負
担
・
非
負
担
の
届
け

出
を
し
て
下
さ
い
。

【
あ
か
ち
ゃ
ん
の
病
気
と
対
応
】

　
　
　

健
康
課
11
７
２
５
・
５
４
２
２

講

演

会

　

あ
か
ち
ゃ
ん
の
病
気
は
突
然
お
と
ず

れ
ま
す
。
小
児
科
医
師
が
あ
か
ち
ゃ
ん

の
病
気
と
対
応
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

す
。

　

相
談
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

○
対
象　

乳
児
を
も
つ
保
護
者

○
日
時　

９
月
６
日
（
水
）
午
後
１
時

　

分
〜
３
時

３０○
会
場　

健
康
福
祉
会
館
２
階

○
内
容　

「
初
め
て
の
発
熱
や
下
痢
」

ほ
か

○
講
師　

小
児
科
医
師
・
西
村
喜
夫
氏

○
定
員　
　

人
４０

○
申
し
込
み　

電
話
で
健
康
課
へ
。

両

親

学

級

　
　
　

健
康
課
11
７
２
５
・
５
４
２
２

○
対
象　

初
産
の
妊
婦
さ
ん
と
そ
の
夫

○
日
時　

９
月
９
日
（
土
）
午
後
２
時

〜
４
時

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
内
容
・
講
師　

講
話
「
初
め
て
の
妊

娠
・
出
産
」
＝
都
南
産
婦
人
科
医
院
・

長
尾
百
合
子
氏
、
「
先
輩
パ
パ
の
話
」

＝
子
育
て
中
の
夫
婦

○
定
員　
　

組
（
申
し
込
み
順
）

３０

○
申
し
込
み　

９
月
８
日
ま
で
に
電
話

で
健
康
課
へ
。

多

胎

児

の

会

（
そ
ら
ま
め
の
会
）

　
　
　

健
康
課
11
７
２
５
・
５
４
２
２

　

多
胎
児
を
育
て
て
い
る
方
、
こ
れ
か

ら
出
産
予
定
の
方
（
ま
た
は
家
族
の

方
）
の
出
会
え
る
場
で
す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

９
月　

日
（
月
）
午
前　

時

１１

１０

〜　

時　

分

１１

３０

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館
２
階

○
内
容　

保
護
者
同
士
の
交
流
、
情
報

交
換
、
手
遊
び
な
ど

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
待
ち
に
待
っ

た
夏
休
み
が
訪
れ
ま
し
た
。
春
の
歯
科

健
診
の
結
果
を
ご
家
庭
に
持
ち
帰
り
、

夏
休
み
を
利
用
し
て
歯
の
治
療
に
行
こ

う
と
い
う
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

健
診
の
結
果
を
見
て
歯
科
医
院
に
治

療
に
来
ら
れ
た
方
か
ら
「
要
観
察
歯
」

っ
て
何
で
す
か
?
と
い
う
質
問
を
受
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は

こ
の
要
観
察
歯
（
C
O
と
い
う
こ
と
も

あ
る
）
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

　

要
観
察
歯
は
、
治
療
を
必
要
と
す
る

む
し
歯
と
は
現
在
の
と
こ
ろ
断
定
で
き

な
い
が
、
む
し
歯
の
初
期
病
変
の
疑
い

が
あ
る
歯
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
こ
の

要
観
察
歯
は
、
し
っ
か
り
と
歯
み
が
き

を
し
て
口
の
中
を
き
れ
い
な
環
境
に
保

つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
健
康
な
歯
に
戻
る

可
能
性
が
あ
り
、
逆
に
口
の
中
が
汚
れ

て
口
腔
内
環
境
が
よ
く
な
け
れ
ば
む
し

歯
に
進
ん
で
い
く
可
能
性
が
高
い
状
態

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

歯
の
溝
が
茶
色
に
な
っ
た
り
歯
の
平
ら

な
面
が
白
く
濁
っ
た
よ
う
に
な
っ
て
い

る
が
、
穴
が
あ
い
た
り
欠
け
た
り
は
し

て
い
な
い
も
の
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
茶

色
く
な
っ
た
歯
や
白
濁
し
た
歯
は
す
べ

て
が
削
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
歯
医
者
さ

ん
の
あ
の
機
械
で
削
ら
な
い
で
様
子
を

見
て
い
て
い
い
と
聞
く
と
、
み
み
ざ
わ

り
は
良
い
の
で
す
が
、
実
際
に
は
判
断

が
微
妙
で
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
し
た

が
っ
て
要
観
察
歯
と
い
わ
れ
た
り
、
鏡

で
歯
を
見
て
い
て
小
さ
な
黒
い
点
を
見

つ
け
た
ら
「
様
子
を
見
て
み
よ
う
」
な

ど
と
自
分
だ
け
で
決
し
て
判
断
し
な
い

よ
う
に
し
て
、
必
ず
歯
科
医
師
の
診
断

を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
要
観
察
歯
は
フ
ッ
化
物
（
フ
ッ

素
）
の
塗
布
に
よ
り
再
石
灰
化
が
促
さ

れ
健
康
な
状
態
に
戻
る
可
能
性
が
高
い

歯
で
す
。
地
域
の
歯
科
医
院
で
処
置
を

受
け
る
こ
と
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

要
観
察
歯
は
自
ら
の
努
力
で
む
し
歯

の
進
行
を
予
防
で
き
る
可
能
性
が
あ
る

も
の
で
す
。
そ
れ
に
は
、
歯
み
が
き
や

食
生
活
な
ど
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
子
ど
も
た
ち

の
生
活
習
慣
を
守
り
、
生
涯
に
お
け
る

健
康
の
基
盤
を
自
分
で
つ
く
っ
て
い
く

意
欲
を
育
て
る
契
機
と
な
る
た
め
に
も

学
校
歯
科
健
診
の
重
要
な
役
割
が
あ
る

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

歯
科
健
診
と

要

観

察

歯
　

子
ど
も
の
病
気
は
、
初
め
は
軽
い
と

思
わ
れ
て
も
、
時
間
が
経
つ
と
急
激
に

悪
化
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
は
、
急
に
体
調
を
崩
し
や
す

く
、
事
前
の
予
測
は
な
か
な
か
難
し
い

と
い
う
面
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、

体
調
が
悪
い
事
に
気
づ
い
た
場
合

は
、
昼
間
の
時
間
帯
に
お
子
さ
ん

の
体
の
状
態
を
よ
く
知
っ
て
い
る

「
か
か
り
つ
け
医
」
を
受
診
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

ま
た
、
夕
方
か
ら
具
合
が
悪
く

な
っ
た
と
き
は
「
町
田
市
医
師
会
準
夜

急
患
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

　

お
子
さ
ん
の
急
病
で
あ
わ
て
な
い
た

め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
「
か
か
り
つ
け

医
」
を
持
ち
、
急
病
時
の
対
応
に
つ
い

て
、
よ
く
話
を
聞
い
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

　

最
近
、
全
国
的
に
小
児
科
医
不
足
が

問
題
に
な
っ
て
お
り
、
小
児
救
急
医
療

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

二
次
救
急
医
療
機
関
（
一
般
の
診
療
所

等
で
は
対
応
で
き
な
い
救
急
患
者
を
担

当
）
の
町
田
市
民
病
院
に
お
い
て
も
同

様
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
少
な
い
人

数
で
町
田
市
の
小
児
救
急
医
療
を
持
ち

こ
た
え
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

市
も
小
児
救
急
の
確
保
の
た
め
に
町

田
市
医
師
会
準
夜
急
患
こ
ど
も
ク
リ
ニ

ッ
ク
の
開
設
や
病
院
の
小
児
科
医
の
増

員
に
努
め
て
い
ま
す
。
な
お
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
早
期
受
診
、
適
正

受
診
が
こ
の
状
況
を
改
善
す
る
一

助
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□問
 

健
康
課
11
７
２
５
・
５
４
７
１

※
「
町
田
市
医
師
会
準
夜
急
患
こ

ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
町
田
市
原
町
田
５

－

８－

　

、
健
康
福
祉
会
館
内
（
午
後

２１

７
時
〜
９
時　

分
ま
で
受
付
。
事
前
に

３０

お
電
話
を！
11
７
１
０
・
０
９
２
７
）

へ
。

子
ど
も
の
急
病
時
に
は
・
・
・

ま
ず
は
「
か
か
り
つ
け
医
」
ま
た

は
「
町
田
市
医
師
会
準
夜
急
患
こ

ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
の
受
診
を
！

　

私
た
ち
の
街
で
は
、
多
く
の
市
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
自
ら
の
手
で
毎

日
使
う
道
路
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
活

動
さ
れ
て
い
ま
す
。
道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
を
機
会
に
、
私
た
ち
の
道
路
に
つ
い

て
も
う
一
度
見
つ
め
な
お
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

　

市
民
の
手
に
よ
る

　
　

道
路
環
境
の
改
善
活
動

　

市
が
管
理
す
る
道
路
施
設
や
道
路
用

地
等
で
市
民
活
動
団
体
が
美
化
活
動
を

行
う
ア
ダ
プ
ト
・
ア
・
ロ
ー
ド
事
業
は

現
在
、
多
く
の
団
体
の
会
員
の
方
々
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

市
と
協
定
を
締
結
し
て
活
動
し
て
い

る
団
体
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
地
域
の
美

化
活
動
グ
ル
ー
プ
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
私

立
中
学
校
、
都
立
高
校
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
団
体
が
あ
り
ま
す
。

　

実
際
に
活
動
し
て
い
る
中
学
生
か
ら

は
、
「
自
分
た
ち
の
活
動
を
と
お
し
て

笑
顔
の
多
い
ま
ち
に
し
た
い
」
と
い
っ

た
声
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
方
々
か
ら
は

「
公
共
空
間
は
市
民
の
も
の
だ
か
ら
自

分
た
ち
で
守
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
っ

た
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
で
は
こ
の
活
動
に
対
す
る

支
援
と
し
て
、
活
動
に
必
要
な
簡
易
用

具
の
支
給
や
活
動
内
容
を
表
示
し
た
パ

ネ
ル
の
設
置
等
を
実
施
し
て
い
る
ほ

か
、
活
動
中
の
事
故
に
つ
い
て
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
保
険
制
度
に
よ
り
補
償
し
て

い
ま
す
。

　

市
民
活
動
で

　
　
　

違
反
広
告
物
の

　
　
　
　
　
　

無
い
ま
ち
へ

　

違
反
広
告
物
除
却
員
制
度
は
、
現
在

　

団
体
２
１
１
人

２７の
方
々
が
市
内
各

地
で
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
。
市
内
で

除
却
さ
れ
る
違
反

広
告
物
の　

％
以

２０

上
が
こ
の
制
度
に

よ
り
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
に

よ
っ
て
除
却
さ
れ

て
お
り
、
町
田
市

の
違
反
広
告
物
の

追
放
に
向
け
た
活

動
の
中
で
も
大
き

な
力
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

除
却
員
の
皆
さ
ん
の
活
動
の
成
果

は
、
こ
の
制
度
が
発
足
し
た
２
０
０
４

年
度
以
降
の
違
反
広
告
物
除
却
数
の
推

移
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
ほ

か
、
実
際
に
活
動
し
て
い
る
方
々
か
ら

も
「
活
動
を
始
め
て
か
ら
、
違
反
広
告

物
が
減
っ
て
い
る
」
と
い
う
声
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
こ
の
記
事
に
関
連
し
た
情
報
を
町
田

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
併
せ
て
ご
覧
下
さ
い
。

町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ→

市
の
組
織
別

分
類→

建
設
部→

道
路
管
理
課
の
コ
ン

テ
ン
ツ
か
ら
ご
覧
に
な
る
メ
ニ
ュ
ー
を

お
選
び
下
さ
い
。

□問
 

道
路
管
理
課
11
７
２
４
・
１
１
５
１

市市
民民
のの
力力
でで
よよ
りり
良良
いい
道道
路路
環環
境境
づづ
くく
りり

８
月
は
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
で
す

違反広告物除却数の推移（２００３～２００５年度・活動主体別）

５０,０００�

４５,０００�

４０,０００�

３５,０００�

３０,０００�

２５,０００�

２０,０００�

１５,０００�

１０,０００�

５,０００�

年度�２００３� ２００４� ２００５�
０�

合
同
除
却
（
事
業
者
・
他
行
政
機
関
）�

市
職
員�

除
却
活
動
団
体�



２００６．　．　（　） ８ １１４２００６．　．　 （　）８ １１ ５ 町田市コールセンター11０４２・７２４・５６５６

11
７
２
４
・
５
６
５
６

6
７
２
４
・
５
６
０
０

皆
さ
ん
の
質
問
に

電
話
で
お
答
え
し
ま
す

町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

町田市コールセンター11０４２・７２４・５６５６

　

公
民
館
主
催
の
保
育
付
講
座
実
施
に

伴
い
、
保
育
士
を
募
集
し
ま
す
。

ま
ち
だ
中
央
公
民
館

保

育

士

　

市
内
の
中
小
企
業
者
ま
た
は
、
市
内

で
新
た
に
事
業
を
始
め
る
中
小
企
業
者

が
事
業
資
金
や
開
業
資
金
を
調
達
す
る

た
め
、
市
と
取
扱
金
融
機
関
と
の
提
携

及
び
信
用
保
証
機
関
の
協
力
に
よ
り
実

施
す
る
も
の
で
す
。

　

取
り
扱
い
は
次
の
金
融
機
関
の
町
田

市
内
に
あ
る
支
店
等
で
行
っ
て
い
ま

す
。

○
取
扱
金
融
機
関　

八
千
代
・
横
浜
・

三
井
住
友
・
み
ず
ほ
・
東
京
都
民
・
り

そ
な
・
東
日
本
・
山
梨
中
央
の
各
銀

行
、
城
南
・
横
浜
・
芝
の
各
信
用
金

庫
、
町
田
市
農
業
協
同
組
合

※
金
融
機
関
、
信
用
保
証
機
関
の
審
査

に
よ
り
、
融
資
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

□問
 

経
済
振
興
課
11
７
２
４
・
２
１
２
９

町町町町町町町町町町町町町町 田田田田田田田田田田田田田田 市市市市市市市市市市市市市市町 田 市
中中中中中中中中中中中中中中 小小小小小小小小小小小小小小 企企企企企企企企企企企企企企 業業業業業業業業業業業業業業中 小 企 業
融融融融融融融融融融融融融融 資資資資資資資資資資資資資資 制制制制制制制制制制制制制制 度度度度度度度度度度度度度度融 資 制 度

※バリアフリー化整備資金、環境改善整備資金及び緊急資金は他の資金と重複して申し込みができます。融資資格確認書を発行しますので、事前にご相談下さい。
※この制度は、信用保証機関（東京信用保証協会）の保証が必要です。また、信用保証機関の指示により上表のほかに保証人を要することもあります。
※信用保証料の約１／２を５万円を限度（バリアフリー化整備資金及び環境改善整備資金は全額）として融資時に補助します。また利子については（　）内の利率
による額を年２回に分け補助します。

町 田 市 中 小 企 業 融 資 制 度 概 要
保証人融資期間・返済方法融資利率融資限度額融資の種類

法人は代表者
個人の連帯保
証が必要

５年以内（６か月の据置期間を含む）割賦返済年利２．２％（１．５％）

１，０００万円

運 転 資 金
７年以内（６か月の据置期間を含む）割賦返済設 備 資 金

７年以内（１２か月の据置期間を含む）割賦返済年利１．８％（１．８％）バリアフリー化整備資金
環 境 改 善 整 備 資 金

年利２．０％（１．５％）開 業 資 金

５年以内（６か月の据置期間を含む）割賦返済　５００万円緊 急 資 金
年利２．２％（１．５％）小 規 模 企 業 特 別 資 金

ご 利 用 下 さ い

健康づくり講習会日程表
内　容日　時

・病態についての講話（医師）
・予防食についての話（栄養士）
・食べ方について
・調理実習

・個別相談「私の改善点と目標」

・運動の話と実技（運動指導員）
・ストレスと休養（保健師）

総コレステロール　　２００～２５９mg/dl
ＨＤＬコレステロール　３４～３９mg/dl
中性脂肪　１５０～２９９mg／ dl

健
康
づ
く
り
講
習
会

【
高
血
圧
・
高
脂
血
症
予
防
４
日
間
コ

ー
ス
】

健
康
課
11
７
２
５
・
５
１
７
８

　

生
活
習
慣
病
予
防
に
つ
い
て
一
緒
に

勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
専
門
ス
タ
ッ

フ
が
適
切
な
栄
養
摂
取
、
運
動
、
休
養

等
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

　

左
上
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

○
対
象　

血
液
検
査
結
果
が
わ
か
る
健

康
診
査
結
果
票
を
お
持
ち
の
方
で
４
日

間
参
加
で
き
、
表
の
ど
れ
か
の
数
値
の

幅
に
あ
て
は
ま
る
要
指
導
レ
ベ
ル
の
方

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

２４

○
申
し
込
み　

８
月　

日
ま
で
に
電
話

２８

で
健
康
課
へ
。

○
資
格　

平
成　

年
（
施
行
）
の
児
童

１５

福
祉
法
改
正
に
伴
う
保
育
士
登
録
制
度

に
よ
る
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方

○
契
約
期
間　
　

月
１
日
〜
平
成　

年

１０

１９

３
月　

日
３１

○
勤
務
日　

日
〜
土
曜
日
の
指
定
す
る

日
（
不
定
期　

月
７
日
間
、
１
日
３
〜

４
時
間
程
度
）

○
勤
務
地　

主
に
ま
ち
だ
中
央
公
民
館

○
募
集
人
員　

１
人

○
申
し
込
み　

９
月
１
日
午
後
５
時
ま

で
に
電
話
で
ま
ち
だ
中
央
公
民
館
（
11

７
２
８
・
０
０
７
１
）
へ
。

○
資
格　

子
ど
も
が
好
き
な　

歳
ま
で

３０

の
方

○
勤
務
期
間　

９
月
１
日
〜
２
０
０
７

年
３
月　

日
３１

○
勤
務
日
時　

原
則
と
し
て
週
２
〜
３

日
、
午
前
９
時　

分
〜
午
後
６
時

３０

○
勤
務
内
容　

児
童
館
で
の
受
付
及
び

運
営
補
助

○
募
集
人
員　

若
干
名

○
申
し
込
み　

８
月　

日
ま
で
に
電
話

１９

連
絡
の
う
え
、
履
歴
書
を
お
持
ち
に
な

り
、
直
接
南
大
谷
子
ど
も
ク
ラ
ブ
（
11

７
３
９
・
６
７
９
１
）
へ
。

南
大
谷
子
ど
も
ク
ラ
ブ

臨

時

職

員

町
田
市
障
が
い
者
計
画

検

討

委

員

会

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
直
接
会

場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

８
月　

日
（
金
）
午
後
１
時

２５

か
ら

○
会
場　

中
町
第
三
庁
舎
３
階
第
二
会

議
室

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

□問
 

障
が
い
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

７
、
6
７
２
４
・
１
１
９
１

　

昨
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
子
ど
も

セ
ン
タ
ー
つ
る
っ
こ
で
、
７
月　

日
に

１６

来
館
者
が
の
べ　

万
人
を
達
成
し
ま
し

１０

た
。　

万
人
目
は
、
鶴
川
に
お
住
ま
い

１０

の
新
井
凰
介
く
ん
と
お
母
さ
ん
で
し

た
。
凰
介
く
ん
と
お
母
さ
ん
は
、
２
か

月
程
前
か
ら
、
つ
る
っ
こ
を
利
用
し
は

じ
め
た
そ
う
で
、
当
日
も
普
段
の
よ
う

に
遊
び
に
来
た
と
こ
ろ
、
突
然
の
祝
福

に
大
変
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

新
井
さ
ん
に
は
市
か
ら
記
念
品
と
し

て
手
作
り
の
花
束
と
メ
ダ
ル
、
フ
ォ
ト

フ
レ
ー
ム
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
つ
る
っ
こ
は
、
鶴

川
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
自
由
な
遊
び

の
拠
点
、
子
育
て
の
拠
点
と
し
て
、
０

歳
の
乳
幼
児
か
ら　

歳
ま
で
の
子
ど
も

１８

た
ち
が
伸
び
伸
び
と
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
「
み
ん
な
の
居
場
所
」
と
し
て
１

日
平
均
約
２
７
０
人
の
来
館
者
が
あ
り

ま
す
。

□問
 

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
つ
る
っ
こ
11
７
０

８
・
０
２
３
６

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
８
月　
１８

日
（
金
）
の
午
後
５
時
ま
で
に
環
境
保

全
課
（
11
７
２
４
・
２
７
１
１
）
へ
ご

連
絡
下
さ
い
。

町
田
市
環
境
審
議
会

第　

回
２９

○
対
象　
　

歳
未
満
の
方
で
文
学
館
の

６０

業
務
に
関
心
の
あ
る
方

○
勤
務
時
間　

土
・
日
曜
日
、
祝
日

（
月
１
回
程
度
）
を
含
む
月　

日
以

１４

内
、
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

○
仕
事
内
容　

文
学
館
業
務
全
般
（
資

料
整
理
、
展
示
準
備
作
業
、
書
架
整

理
、
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
補
助
、
学
習
事

業
補
助
等
）

○
契
約
期
間　

１
か
月
〜
６
か
月
以
内

○
登
録
有
効
期
間　

随
時
受
付
を
行
っ

臨
時
職
員
登
録
受
付

町
田
市
民
文
学
館

て
い
ま
す
。
有
効
期
間
は
登
録
受
付
後

１
年
間

○
採
用
方
法　

採
用
が
必
要
な
時
期
に

条
件
の
あ
っ
た
方
か
ら
書
類
選
考
、
面

接
を
行
い
ま
す
。

○
申
し
込
み　

電
話
連
絡
の
う
え
、
写

真
を
張
っ
た
履
歴
書
を
直
接
ま
た
は
郵

送
で
町
田
市
民
文
学
館
（
〒　

－

０
０

１９４

１
３
、
原
町
田
４－

　

－

　

、
11
７
３

１６

１７

９
・
３
４
２
０
）
へ
。

戦
没
者
等
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、
平
成　

年
４
月
１
日
に
お
い
て
遺

１７

族
年
金
等
を
受
け
取
る
方
が
い
な
い
場

合
に
、
額
面　

万
円
、　

年
償
還
の
記

４０

１０

名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
ご
遺
族
は
次
の
順
番
に

よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
で
す
。

１
、
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
、
戦
没
者
等
の
子

３
、
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て

お
り
、
戦
没
者
等
と
氏
が
同
じ
で
あ
る

①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

４
、
右
記
３
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖

父
母
④
兄
弟
姉
妹

５
、
右
記
１
か
ら
４
以
外
の
ご
遺
族

で
、
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続

き
１
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た

三
親
等
内
の
親
族

※
支
給
対
象
遺
族
は
、
戦
没
者
等
の
死

亡
当
時
に
現
存
し
て
い
た
こ
と
が
要
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
子
に
つ
い

て
は
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
胎
児
も

含
ま
れ
ま
す
。

○
請
求
期
限　

平
成　

年
３
月　

日

２０

３１

○
請
求
先　

福
祉
総
務
課
（
11
７
２
４

・
２
５
３
７
、
6
７
２
４
・
１
８
７

７
）

○
受
給
権
に
関
す
る
相
談　

町
田
市
福

祉
総
務
課
ま
た
は
東
京
都
福
祉
保
健
局

生
活
福
祉
部
計
画
課
恩
給
係
（
11　

・
０３

５
３
２
０
・
４
０
７
７
、
6　

・
５
３

０３

８
８
・
１
４
０
３
）
へ
。

　

市
の
清
掃

工
場
に
は
、

毎
年
多
く
の

小
学
生
が
社

会
科
見
学
の

た
め
に
訪
れ

ま
す
。
そ
し

て
皆
さ
ん
、

小
さ
な
肩
に

水
筒
を
提
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
水
筒
に

は
保
護
者
の
方
の
愛
情
が
詰
ま
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。

　

「
飲
み
終
わ
っ
た
ビ
ン
、
カ
ン
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
飲
料
容
器
は
、
ル
ー

ル
を
守
っ
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
が

と
て
も
大
切
で
す
。
で
も
、
リ
サ
イ
ク

ル
に
は
、
運
搬
や
再
生
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
必
要
と
し
ま
す
。
皆
さ
ん
が
こ
れ
か

ら
大
人
に
な
っ
て
も
、
出
か
け
る
と
き

に
は
水
筒
を
持
参
す
る
よ
う
に
努
力
し

ま
し
ょ
う
。
」
と
い
う
職
員
の
説
明
を

熱
心
に
聞
い
て
い
ま
す
。

　

町
田
市
在
住
の
Ｋ
さ
ん
は
、
お
し
ゃ

れ
な
ボ
ト
ル
・
ホ
ル
ダ
ー
に
入
れ
た
空

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
中
に
、
手
作
り
の

お
茶
を
持
っ
て
出
勤
し
ま
す
。
「
足
り

な
い
時
は
販
売
機
で
買
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
午
前
中
の
一
本
は

ま
ず
、
自
分
で
入
れ
た
お
茶
を
飲
み
ま

す
。
お
い
し
い
、
経
済
的
、
環
境
に
や

さ
し
い
と
、
自
分
に
と
っ
て
は
ま
さ
に

一
石
三
鳥
で
す
。
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

飲
料
容
器
の
回
収
率
は
た
く
さ
ん
の

方
々
の
協
力
で
年
々
上
昇
し
て
い
ま
す

（
左
図
参
照
）
。
し
か
し
「
飲
み
物
は

買
う
も
の
」
と
い
う
感
覚
も
定
着
し
て

し
ま
っ
た
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
今
度
の
外
出
の
時
は
ぜ

ひ
、
手
作
り
の
飲
み
物
を
持
参
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
『
最
初
の
一
本
』
か
ら
、

無
理
の
な
い
よ
う
に
は
じ
め
る
の
が
コ

ツ
で
す
。

□問
 

ご
み
減
量
課
11
７
９
７
・
０
５
３
０

４５０�

４００�

３５０�

３００�

２５０�

２００�

１５０�

１００�

５０�

０�

千㌧�

年度� 出所：ＰＥＴボトルリサイクル推進協議会�
１９９７�１９９８�１９９９�２０００�２００１�２００２�２００３�

％�
１００�

９０�

８０�

７０�

６０�

５０�

４０�

３０�

２０�

１０�

０�

ペットボトル国内生産量と回収率推移�

生産量（千㌧）�

回収率（％）�

２１９�

２８２�

３３２�
３６２�

４０３� ４１３�
４３７�

９．８�

１６．９�

２２．８�

３４．５�

４４�

５３．４�

６１�

来
館
10
万
人�

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
つ
る
っ
こ�

�

Vol.21

ま
ち
だ
流
　
忍
法
・
へ
ら
し
の
術�

飲
料
容
器
の
巻

町
田
市
民
ホ
ー
ル
事
業�

休

館

日
　
第
１
・
３
月
曜
日（
祝
日
の
と
き
は
そ
の
翌
日
）�

受
付
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時�

※
電
話
は
お
か
け
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。�

　

２
０
０
４
年
第
２
回
東
京
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
第
１
位
、
第　

回
日
本
木
管
コ

１５

ン
ク
ー
ル
第
１
位
。
チ
ェ
コ
フ
ィ
ル
ハ

ー
モ
ニ
ー
室
内
管
弦
楽
団
ほ
か
、
多
数

の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
共
演
。

〈
予
定
曲
目
〉

ド
ッ
プ
ラ
ー
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
田
園
幻
想

曲
」
、
エ
ル
ガ
ー
「
愛
の
挨
拶
」
、
山

田
耕
筰
「
赤
と
ん
ぼ
」
、
多
忠
亮
「
宵

待
草
」
ほ
か

　

月　

日
（
金
）

１０

２０

午
後
６
時　

分
開
演

３０

○
会
場　

国
際
版
画
美
術
館
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル

○
定
員　

２
５
０
人
（
申
し
込
み
順
）

○
入
場
料　

５
０
０
円
（
全
席
自

由
、
秋
の
特
別
展
「
飯
田
善
國
版
画
と

彫
刻－

詩
の
光
・
色
の
形
」
入
場
券

付
）

※
入
場
料
は
当
日
会
場
受
付
で
お
支
払

い
下
さ
い
。

【
町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
電
話
予

約
受
付
中
11
０
４
２
・
７
２
４
・
５
６

５
６
（
受
付
時
間
午
前
７
時
〜
午
後　
１１

時
）
】

※
６
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か
ら
入
場
で

き
ま
す
。

□問
 

町
田
市

民
ホ
ー
ル

11
７
２
８

・
４
３
０

０

ふ
れ
あ
い
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
０
６�

　
　
　
　
　
フ
レ
ッ
シ
ュ
名
曲
プ
レ
・
コ
ン
サ
ー
ト�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

上
野
由
恵
フ
ル
ー
ト
・
リ
サ
イ
タ
ル�

国
際
版
画
美
術
館
・
（
財
）
町
田
市
文
化
・
国
際
交
流
財
団
　
共
催
事
業�

かか

しし

のの

木木

山山

自自

然然

公公

園園

【
親
子
で
作
る
木
の
実
の
工
作
】

　

木
の
実
や
小
枝
で
置
物
を
作
り
ま

す
。

○
対
象　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

○
日
時　

８
月　

日
（
日
）
午
前
９
時

２０

　

分
〜
正
午

３０○
会
場　

同
公
園
「
森
の
家
」

○
定
員　
　

組
（
申
し
込
み
順
）

１５

○
申
し
込
み　

直
接
ま
た
は
電
話
で
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
に
か
し
の
木
山
自

然
公
園
「
森
の
家
」
（
11
７
２
４
・
１

６
６
０
）
へ
。

○
交
通　

町
田
バ
ス
セ
ン
タ
ー　

番
乗

１４

り
場
か
ら
成
瀬
台
行
き
バ
ス
で
「
大
谷

原
」
下
車
、
徒
歩
５
分

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
及

び
住
宅
改
修
助
成
の

ご

案

内

【
木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
助

成
】

○
助
成
対
象
住
宅　

昭
和　

年
５
月　

５６

３１

日
以
前
に
建
築
確
認
を
得
て
建
築
さ
れ

た
２
階
建
て
以
下
の
戸
建
て
木
造
住
宅

○
助
成
対
象
者　

助
成
対
象
住
宅
を
所

有
す
る
市
民
で
、
既
に
納
期
の
経
過
し

た
市
税
を
完
納
し
て
い
る
方

〈
耐
震
診
断
〉

○
助
成
金
の
交
付
額　

耐
震
診
断
に
要

し
た
経
費
に
２
分
の
１
を
乗
じ
て
得
た

額
と
し
、　

万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

１０

〈
耐
震
改
修
〉

○
助
成
対
象　

①
町
田
市
木
造
住
宅
耐

震
診
断
助
成
金
交
付
要
綱
に
基
づ
く
耐

震
診
断
の
結
果
、
総
合
評
点
が
１
・
０

未
満
と
診
断
さ
れ
た
も
の
②
耐
震
改
修

を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
事
後
の
耐

震
診
断
の
総
合
評
点
が
１
・
０
以
上
に

な
る
と
判
断
で
き
る
こ
と

○
助
成
金
の
交
付
額　

耐
震
改
修
に
要

し
た
経
費
に
２
分
の
１
を
乗
じ
て
得
た

額
と
し
、　

万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

５０

【
住
宅
改
修
助
成
】

○
助
成
対
象
住
宅　

自
己
の
居
住
の
用

に
供
す
る
専
用
部
分
で
戸
建
て
住
宅
と

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
が
対
象
で
す
。

○
助
成
対
象
者　

助
成
対
象
住
宅
を
所

有
す
る
市
民
で
、
既
に
納
期
の
経
過
し

た
市
税
を
完
納
し
て
い
る
方

○
助
成
対
象
工
事　

①
屋
根
を
ふ
き
替

え
る
等
の
耐
久
性
向
上
改
修
工
事
②
段

差
解
消
等
の
加
齢
対
応
型
住
宅
改
修
工

事
③
親
子
等
直
系
親
族
の
二
世
帯
が
住

む
た
め
に
居
室
・
ト
イ
レ
等
を
設
置
す

る
二
世
帯
住
宅
改
修
工
事
④
化
学
物
質

を
使
用
し
な
い
内
装
材
へ
の
張
り
替
え

や
断
熱
材
使
用
に
よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
の
環
境
共
生
住
宅
改
修
工
事
及
び
吹

き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
等
の
措
置

を
講
じ
る
改
修
工
事

※
詳
細
は
、
住
宅
課
に
相
談
し
て
下
さ

い
。

○
助
成
対
象
と
な
る
改
修
工
事
費　

消

費
税
を
含
ま
な
い　

万
円
以
上

４０

○
助
成
金
の
交
付
額　

住
宅
改
修
に
要

し
た
経
費
に
１
０
０
分
の
５
を
乗
じ
て

得
た
額
と
し
、　

万
円
を
限
度
と
し
ま

１０

す
。

※
申
し
込
み
前
に
、
事
前
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

※
申
し
込
み
は
、
改
修
工
事
の
着
手
前

に
行
っ
て
下
さ
い
。
着
手
ま
た
は
完
了

後
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

注
意
し
て
下
さ
い
。

※
相
談
と
申
し
込
み
は
中
町
第
二
庁
舎

１
階
、
建
設
部
住
宅
課
（
11
７
２
４
・

１
１
３
０
）
へ
。

　

犬
・
猫
た
ち
の
新
た
な
飼
い
主
を
探

す
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

○
日
時　

８
月　

日
（
日
）
午
前　

時

２７

１０

〜
正
午
（
雨
天
実
施
）

○
会
場　

境
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

【
犬
・
猫
の
飼
育
を
希
望
し
て
い
る

方
】

　

当
日
は
、
住
所
・
氏
名
が
確
認
で
き

る
も
の
を
お
持
ち
下
さ
い
。
ま
た
、
実

際
に
譲
渡
を
す
る
か
ど
う
か
は
、
会
場

で
面
接
の
う
え
、
動
物
と
の
適
性
も
含

め
な
が
ら
主
催
者
側
で
決
定
し
ま
す
。

※
当
日
の
引
き
渡
し
は
行
い
ま
せ
ん
。

【
犬
・
猫
の
新
た
な
飼
い
主
を
探
し
た

い
方
】

　

犬
・
猫
の
写
真
を
持
参
し
、
環
境
保

全
課
ま
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
健
康

診
断
受
診
等
の
義
務
が
あ
り
ま
す
の
で

時
間
の
余
裕
を
も
っ
て
申
し
込
ん
で
下

さ
い
。

　

犬
・
猫
の
飼
育
相
談

コ
ー
ナ
ー
も
併
設
し
ま

す
。
相
談
の
み
の
方
も

ぜ
ひ
お
い
で
下
さ
い
。

○
主
催　

ま
ち
だ
動
物
愛
護
の
つ
ど
い

犬
・
猫
た
ち
に
あ
た
た
か
い
家
庭
を

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実

施

し

ま

す

実
行
委
員
会

□問
 

環
境
保
全
課
11
７
２
４
・
２
７
１
１

　

８
月　

日
（
土
）
及
び　

日

１２

１３

（
日
）
は
、
区
画
線
引
き
、
路
面

標
示
作
業
の
た
め
、
市
役
所
一
般

駐
車
場
の
一
般
開
放
は
中
止
し
ま

す
。

　

市
役
所
第
二
駐
車
場
を
ご
利
用

下
さ
い
。

　

な
お
、
荒
天
の
場
合
は
、
次
週

に
延
期
し
ま
す
。

□問
 

管
財
課
11
７
２
４
・
２
１
６
５

一
般
開
放
は
中
止
し
ま
す

市
役
所
一
般
駐
車
場

　

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
（
ひ
と
り
親

の
手
当
）
を
受
給
中
ま
た
は
支
給
停
止

中
の
方
は
、
８
月
中
に
現
況
届
の
提
出

が
必
要
で
す
。

　

対
象
の
方
に
は
す
で
に
現
況
届
の
用

紙
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
８
月　

日
ま
で
に

３１

子
ど
も
総
務
課
へ
提
出
し
て
下
さ
い

（
郵
送
で
も
受
付
し
ま
す
）
。

　

現
在
支
給
停
止
中
で
手
当
を
受
給
し

て
い
な
い
方
も
、
現
況
届
の
提
出
が
必

要
で
す
。

　

現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
は
、　
１２

月
振
込
分
以
降
の
手
当
が
停
止
に
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

□問
 

子
ど
も
総
務
課
11
７
２
４
・
２
１
３

９ 児
童
扶
養
手
当
（
ひ
と
り
親
の
手
当
）

を
受
給
中
の
方
、
支
給
停
止
中
の
方

現
況
届
の
提
出
を

事
業
場
を
設
置
さ
れ
て
い
る
方
と
、
そ

の
土
地
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
へ

お

知

ら

せ

　

都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環

境
に
関
す
る
条
例
に
規
定
さ
れ
る
工
場

・
指
定
作
業
場
に
該
当
し
、
過
去
に
有

害
物
質
の
取
り
扱
い
（
有
害
物
質
の
使

用
、
製
造
、
処
理
、
保
管
を
い
い
、
有

害
物
質
を
含
有
す
る
製
品
・
材
料
等
の

使
用
、
製
造
等
も
該
当
し
ま
す
）
が
あ

る
事
業
場
を
、
平
成　

年　

月
１
日
以

１３

１０

降
に
変
更
ま
た
は
廃
止
す
る
際
に
は
、

同
条
例
第
１
１
６
条
に
基
づ
き
、
敷
地

内
の
土
壌
汚
染
状
況
の
調
査
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
土
壌
汚
染
状
況
調
査
は

事
業
場
敷
地
の
返
還
・
譲
渡
を
受
け
た

方
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
環
境
保
全
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

○
工
場
・
指
定
作
業
場
の
例

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

場
、
め
っ
き
工
場
、
塗
装
工
場　

そ
の

他○
有
害
物
質
の
例

カ
ド
ミ
ウ
ム
、
シ
ア
ン
、
鉛
、
六
価
ク

ロ
ム
、
ヒ
素
、
水
銀
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
、
ト
リ

ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ

チ
レ
ン
、
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
、
四
塩
化

　

次
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
６
月　

日
２７

開
催
の
第
１
５
２
回
町
田
市
都
市
計
画

審
議
会
に
お
い
て
、
提
出
さ
れ
た
意
見

書
の
要
旨
・
市
の
見
解
等
の
説
明
、
質

疑
の
の
ち
「
意
見
を
附
帯
し
原
案
の
と

お
り
議
決
」
さ
れ
ま
し
た
。

○
「
町
田
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更

に
つ
い
て
（
忠
生
第
二
地
区
地
区
計

画
）
」
外
関
連
２
案
件

【
附
帯
意
見
】

「
土
地
の
売
却
に
あ
た
り
設
置
さ
れ
る

『
（
仮
称
）
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
契
約
候
補

者
選
定
委
員
会
』
に
お
い
て
、
当
該
地

都
市
計
画
の
案
が

議
決
さ
れ
ま
し
た

区
の
土
地
利
用
が
将
来
に
わ
た
り
周
辺

の
居
住
環
境
を
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
選
定
時
及
び
契
約
時
に
土
地
利
用

の
担
保
を
図
ら
れ
た
い
。
ま
た
、
引
き

続
き
住
民
の
合
意
形
成
を
最
大
限
図
ら

れ
た
い
。
」

　

な
お
、
会
議
録
・
資
料
は
市
政
情
報

課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、
会
議
録

は
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

□問
 

都
市
計
画
課
11
７
０
９
・
０
５
６
１

　

ご
み
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

考
え
る
「
町
田
ご
み
フ
ェ
ス
タ
２
０
０

６
」
の
各
コ
ー
ナ
ー
に
出
展
（
店
）
す

る
方
を
募
集
し
ま
す
。

【
リ
サ
イ
ク
ル
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・

団
体
バ
ザ
ー
】

　

不
用
品
の
再
利
用
の
場
で
す
。
団
体

バ
ザ
ー
の
出
店
も
受
け
付
け
ま
す
。

○
資
格　

市
内
在
住
の
方
（
業
者
の
方

は
除
く
）

○
出
店
料　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
＝
７

０
０
円
、
団
体
バ
ザ
ー
＝
１
４
０
０
円

【
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
】

町
田
ご
み
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
６

出
展
（
店
）
者
募
集

　

ご
み
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組

み
を
紹
介
す
る
場
で
す
。

○
資
格　

市
内
の
団
体
や
企
業
及
び
市

内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方

◇

○
日
時　
　

月
１
日
（
日
）
午
前　

時

１０

１０

〜
午
後
３
時

○
会
場　

町
田
リ
サ
イ
ク
ル
文
化
セ
ン

タ
ー

○
申
し
込
み　

町
田
ご
み
フ
ェ
ス
タ
２

０
０
６
実
行
委
員
会
事
務
局
（
〒　

－１９４

０
２
０
２
、
下
小
山
田
町
３
１
６
０
、

町
田
リ
サ
イ
ク
ル
文
化
セ
ン
タ
ー
ご
み

減
量
課
内
、
11
７
９
７
・
０
５
３
０
）

で
配
布
し
て
い
る
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
団
体
バ
ザ
ー
は
団
体
規

約
、
活
動
実
績
等
の
書
類
を
添
付
し
て

８
月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
同
事
務
局

３１

へ
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
月
〜
金
曜
日
に
お

願
い
し
ま
す
。

※
９
月　

日
（
土
）
に
出
展
（
店
）
者

１６

説
明
会
を
行
い
ま
す
。
説
明
会
に
欠
席

の
場
合
は
、
申
し
込
み
が
無
効
に
な
り

ま
す
。

※
申
し
込
み
が
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

と
な
り
ま
す
。

※
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
の
出
展
内
容
が
重
複

す
る
場
合
等
は
、
実
行
委
員
会
で
調
整

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
申
込
用
紙
の
郵
送
を
希
望
す
る
方
は

出
展
（
店
）
区
分
を
明
記
し
、　

円
切

８０

手
を
張
っ
た
返
信
用
封
筒
を
送
付
し
て

下
さ
い
。

※
出
展
（
店
）
要
綱
・
申
込
用
紙
は
町

田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

上
野
由
恵

　

８
月　

日
（
水
）
か
ら
、
大
蔵
町
・

２３

上
小
山
田
町
・
小
山
町
の
各
一
部
で
公

共
下
水
道
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

今
回
、
利
用
が
で
き
る
区
域
に
建
物

公
共
下
水
道
が

利
用
で
き
ま
す

大
蔵
町
・
上
小
山
田
町
・
小
山
町
の
各

一
部
で

を
所
有
し
て
い
る
方
に
は
、
切
り
替
え

工
事
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
指
定
工
事
店

名
簿
を
配
布
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
利
用
開
始
に
伴
い
、

図
面
等
を
ご
覧
（
縦
覧
）
に
な
れ
ま

す
。

○
縦
覧
日　

８
月　

日
（
月
）
〜　

日

１４

２２

（
火
）
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

※
土
・
日
曜
日
は
除
く
。

○
縦
覧
場
所　

下
水
道
部
業
務
課
（
成

瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
）

【
切
り
替
え
工
事
に
つ
い
て
】

　

く
み
取
り
便
所
（
し
尿
浄
化
槽
を
含

む
）
を
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
工
事

は
、
指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
下
さ

い
。
な
お
、
切
り
替
え
工
事
に
対
す
る

費
用
の
一
部
を
お
貸
し
す
る
貸
付
金
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

【
公
共
下
水
道
へ
の
切
り
替
え
工
事
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
】

　

く
み
取
り
便
所
の
家
庭
は
３
年
以
内

に
、
浄
化
槽
使
用
の
家
庭
は
遅
滞
な
く

（
１
年
以
内
に
）
公
共
下
水
道
へ
の
切

り
替
え
工
事
を
し
て
下
さ
い
。

【
工
事
は
必
ず
指
定
工
事
店
で
】

　

市
の
指
定
工
事
店
と
偽
り
、
下
水
道

利
用
（
予
定
）
区
域
内
で
、
宅
地
内
に

お
け
る
公
共
下
水
道
へ
の
切
り
替
え
工

事
（
浄
化
槽
か
ら
の
切
り
替
え
工
事
を

含
む
）
を
勧
誘
す
る
業
者
が
い
る
よ
う

で
す
。
市
で
は
一
定
の
水
準
を
有
す
る

技
術
者
が
専
属
し
、
市
長
が
指
定
を
し

た
工
事
店
で
な
い
と
公
共
下
水
道
へ
の

切
り
替
え
工
事
が
で
き
な
い
指
定
工
事

店
制
度
を
と
っ
て
い
ま
す
。
工
事
を
申

し
込
む
際
に
は
、
必
ず
指
定
工
事
店
か

ど
う
か
確
認
し
て
契
約
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

□問
 

下
水
道
部
業
務
課
11
７
２
０
・
１
８

３
３

炭
素
、１

,１
,１

－

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ

ン
、
ベ
ン
ゼ
ン
、
セ
レ
ン
、
フ
ッ
素
、

ホ
ウ
素　

そ
の
他
計　

物
質

２６

□問
 

環
境
保
全
課
11
７
２
４
・
２
７
１
１

１０万人目の来館者　新井さん親子

○その他の国内飲料容器回収率（２００３年度）
　　　　　　ビン　　　　　　　　　９０％
　　　　　　スチールカン　　　　　８７％
　　　　　　アルミカン　　　　　　８２％
　　　　　　牛乳パック　　　　　　２４％

○
日
時　

８
月　

日
（
月
）
午
後
６
時

２１

　

分
〜
８
時　

分

３０

３０

○
会
場　

森
野
分
庁
舎
２
階
第
３
会
議

室○
議
題　

町
田
市
役
所
環
境
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
績
に
つ
い
て

ほ
か

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０
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輸
血
用
血
液
の
需
要
は
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。
医
療
技
術
が
発
達
し
た
現

在
で
も
、
血
液
を
作
る
こ
と
は
で
き

ず
、
ま
た
長
期
間
の
保
存
も
で
き
ま
せ

ん
。
病
院
で
は
、
輸
血
技
術
の
進
歩
に

伴
い
、
常
に
新
鮮
な
血
液
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
日
時　

８
月　

日
（
水
）
午
前　

時

１６

１０

〜
午
後
３
時　

分
３０

○
会
場　

市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民
フ

ロ
ア

□問
 

福
祉
総
務
課
11
７
２
４
・
２
５
３

７
、
6
７
２
４
・
１
１
８
７

献
血
を
実
施
し
ま
す

【
健
康
講
座
「
元
気
で
長
生
き
百
歳
ま

で
の
漢
方
の
食
養
」
】

○
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上
の
方

６０

○
日
時　

９
月
６
日
（
水
）
午
後
１
時

　

分
か
ら

３０○
会
場　

南
市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

○
講
師　

日
本
漢
方
交
流
会
終
身
師
範

町
田
市
み
ど
り
ク
ラ
ブ
連
合
会

シ

ニ

ア

塾

・
河
合
齊
氏

○
定
員　

１
０
０
人
（
抽
選
）

○
費
用　

３
０
０
円

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名

・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

明
記
し
、
８
月　

日
ま
で
（
必
着
）
に

２０

町
田
市
み
ど
り
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
〒　
１９４

－

０
０
２
２
、
森
野
１－

１－

　

、
わ

１５

く
わ
く
プ
ラ
ザ
町
田
内
、
11
７
２
５
・

４
６
１
３
）
へ
。

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

１【
①
あ
い
ぞ
め
を
し
て
み
よ
う
】

○
対
象　

小
学
生
以
上

○
日
時　

８
月　

日
午
後
１
時　

分
〜

２９

３０

３
時

○
費
用　

１
０
０
円

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

【
②
夏
休
み
特
別
企
画
全
体
遊
び
「
さ

よ
な
ら
夏
休
み
」
】

○
対
象　

小
学
生
以
上

○
日
時　

８
月　

日
午
後
３
時　

分
〜

３０

３０

４
時　

分
３０

【
③
夏
休
み
特
別
企
画
こ
ろ
こ
ろ
シ
ア

タ
ー
「
ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
」
】

○
対
象　

幼
児
か
ら

○
日
時　

８
月　

日
午
後
３
時　

分
〜

３１

３０

４
時

◇

○
会
場　

玉
川
学
園
子
ど
も
ク
ラ
ブ
こ

ろ
こ
ろ
児
童
館

○
申
し
込
み　

①
は
直
接
ま
た
は
電
話

で
玉
川
学
園
子
ど
も
ク
ラ
ブ
こ
ろ
こ
ろ

児
童
館
（
11
７
１
０
・
１
４
７
５
）

へ
。
②
③
は
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ

い
。

玉
川
学
園
子
ど
も
ク
ラ
ブ
こ
ろ
こ
ろ
児

童
館
の催

し

　

右
下
表
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

８
月　

日
ま
で
に
お
申
し
込
み
下
さ

３１

い
。

○
申
し
込
み　

町
田
市
文
化
協
会
へ
。

□問
 

社
会
教
育
課
11
７
２
４
・
２
１
８
１

町
田
市
民
文
化
祭

参

加

者

募

集

【
こ
わ
〜
い
お
は
な
し
会
】

　

暑
い
夏
の
ひ
と
と
き
、
オ
バ
ケ
や
怪

談
話
で
涼
も
う
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

８
月　

日
（
月
）
午
前　

時

１４

１１

〜　

時　

分
＝
３
歳
以
上
の
幼
児
向

１１

３０

け
、
午
後
２
時
〜
２
時　

分
＝
小
学
生

３０

向
け

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
下
さ
い
。

□問
 

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
つ
る
っ
こ
11
７
０

８
・
０
２
３
６

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

つ

る

っ

こ

　

野
津
田
町
の
七
国
山
地
区
で
栽
培
し

て
い
る
な
た
ね
か
ら
、
な
た
ね
油
を
し

ぼ
り
ま
す
。

　

し
ぼ
っ
た
な
た
ね
油
は
４
２
５
ｇ
ビ

ン
１
本
８
０
０
円
（　

本
販
売
の
予

５０

定
）
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

○
日
時　

８
月　

日
（
土
）
午
前　

時

１９

１０

〜
午
後
２
時

○
会
場　

ふ
る
さ
と
農
具
館

○
交
通　

小
田
急
線
町
田
駅
北
口
Ｐ
Ｏ

Ｐ
ビ
ル
先　

番
乗
り
場
か
ら
、
本
町
田

２１

経
由
野
津
田
車
庫
行
き
、
ま
た
は
鶴
川

な
た
ね
油
し
ぼ
り

実

演

と

販

売

駅
行
き
バ
ス
で
「
薬
師
ヶ
丘
」
下
車
、

徒
歩　

分
１０

※
車
で
お
い
で
の
方
は
、
薬
師
池
公
園

駐
車
場
を
ご
利
用
下
さ
い
。

□問
 

ふ
る
さ
と
農
具
館
11
７
３
６
・
８
３

８
０

【
創
業
を
め
ざ
す
方　

商
工
会
議
所
が

応
援
し
ま
す
！
】

　

イ
タ
リ
ア
の
中
小
企
業
に
み
る
「
小

さ
く
て
も
ブ
ラ
ン
ド
力
が
あ
り
、
活
力

あ
る
企
業
」
を
目
標
に
、
創
業
プ
ラ
ン

を
立
て
、
経
営
の
基
本
的
な
知
識
と
ノ

ウ
ハ
ウ
を
解
説
し
ま
す
。

○
日
程　

下
表
の
と
お
り
（
９
日
間
で

合
計　

時
間
）

３４

○
対
象　

創
業
を
目
指
す
方

○
会
場　

ぽ
っ
ぽ
町
田
（
原
町
田
四
丁

目
）

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

４０

○
費
用　

５
０
０
０
円

○
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

町
田

商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所
（
11
７

２
２
・
５
９
５
７
）
へ
。

※
町
田
商
工
会
議
所
が
申
込
窓
口
に
な

り
ま
す
。

□問
 

町
田
市
経
済
振
興
課
11
７
２
４
・
２

１
２
８

夢
に
挑
戦
！
起
業
家
を
め
ざ
せ

「
創
業
塾
」
開
講

　

今
年
も
多
く
の
団
体
の
協
力
を
得

て
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
し

た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
恒
例
の
大
戸

 
囃  
子 
に
加
え
、
地
元
の
相
原
町
に
古
く

は
や 

し

か
ら
伝
わ
る
お
囃
子
、
獅
子
舞
が
披
露

さ
れ
る
ほ
か
、
本
館
前
で
は
相
原
町
の

 
喧  
嘩  
御  
輿 
が
繰
り
出
し
お
ま
つ
り
気
分

け
ん 

か 

み 

こ
し

を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

野
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
吹
奏
楽
の
競

演
、
和
太
鼓
演
奏
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
地
元
の
牛
乳
か
ら
作
っ

た
ア
イ
ス
ミ
ル
ク
の
販
売
や
大
地
沢
ひ

の
き
風
呂
の
特
別
無
料
開
放
、
模
擬
店

の
出
店
、
体
力
測
定
コ
ー
ナ
ー
、
丸
太

切
り
の
体
験
、
森
に
関
す
る
遊
び
、
焼

き
板
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
多
彩

な
催
し
物
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

※
当
日
は
送
迎
バ
ス
を
相
原
駅
前
〜
青

少
年
セ
ン
タ
ー
入
口
の
間
を
午
前
９
時

　

分
か
ら
運
行
し
ま
す
。

２０□問
 

大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー
11
７
８
２

・
３
８
０
０

８
月
　
日

８
月
　
日（
土
）

（
土
）�

午
前
　
時
〜

午
前
　
時
〜�

午
後
３
時
　

午
後
３
時
　�

８
月
　
日（
土
）�

午
前
　
時
〜�

午
後
３
時
　�

２６２６�２６�
１０１０�１０�

『夢に挑戦！めざせ起業家★第５回創業塾』【カリキュラム】
講習テーマ・内容時　間期　日

★オリエンテーション
開講にあたって・事業方針・スケジュール９：３０～１０：００

９月３日（日） 創業の精神　生き残る創業者になるための意欲と決意を確認１０：００～１２：００
儲ける店舗・繁盛店の鉄則　儲けるしくみ・儲ける理由を明確に把握１３：００～１６：３０
経営者の基礎知識Ⅰ　「開業手続き（個人・法人の場合）」
　開業手続きの手順、個人と法人の違い、新会社法のもとでの会社設立方法１９：００～２１：３０９月７日（木）

経営者の基礎知識Ⅱ　「創業者の事例発表と国等の創業支援策について」
　先輩創業者からのアドバイスをはじめ、効果的な国等の創業支援策（創業融資等）について説明９：３０～１２：００

９月１０日（日） 経営者の思考力強化のためのセルフコーチング術
　経営にあたり、思い付きや勘だけに頼らず、論理的・客観的に思考するセルフコーチングを通
じ、経営者としての思考力を高める。
　演習「リレーコーチング」・「事業計画に関する相互コーチング」・「企業発展を実現するためのセルフコーチング」

１３：００～１７：００

開業ビジネスプランの作成①　事業計画の基本を理解する１９：００～２１：３０９月１４日（木）
開業ビジネスプランの作成②　自分の事業計画を作る１９：００～２１：３０９月１９日（火）
開業ビジネスプランの作成③　資金計画及び販売計画のノウハウを学ぶ１９：００～２１：３０９月２１日（木）
開業ビジネスプランの作成④（グループ討議）
　ビジネスプランをグループ全員で揉んで完成させる。９：３０～１２：００

９月２４日（日）
イタリアの中小企業に学ぶ
　小さくてもブランド力をもつ、イタリアのものづくりから活力ある企業家精神を学ぶ１３：００～１７：００

ビジネスプランの個別発表　～人前で自分のプランを発表することで自信をつける～
★閉校式　修了証書授与１９：００～２１：３０９月２６日（火）

個別相談会（第５回創業塾生「フォローアップ個別相談会」）１９：００～２１：３０９月２８日（木）

町田市民文化祭日程
総括主催：町田市　主管：町田市文化協会

個別事業主催団体会 場期　日催 し 物

舞踊連合会

市民ホール

１０月２８日（土）舞踊の集い

吟詠連盟１０月２９日（日）吟詠大会

三曲協会１０月２９日（日）琴、三弦、尺八演奏会

琴望会１０月３０日（月）大正琴演奏会

音楽団体連絡協議会１０月３１日（火）器楽合奏と歌唱の集い

洋舞協会１１月１日（水）洋舞の集い

民踊親和会１１月２日（木）唄と踊りの集い

民謡協会１１月３日（祝）民謡大会

紅土会
市民ホール
４Ｆギャラリー

１０月２８日（土）～
　　　３１日（火）陶芸展

華道協会１１月１日（水）～
　　　３日（祝）いけばな展

パッチワークキル
ト研究会

市民ホール
第一会議室

１０月２８日（土）～
　１１月３日（祝）パッチワークキルト展

歌話会
市民ホール
第二会議室

１０月２８日（土）～
　１１月１日（水）短歌展

茶道会１１月２日（木）～
　　　３日（祝）茶会

俳句連盟市民ホール
第三会議室

１０月２８日（土）～
　１１月３日（祝）

俳句展

造形盆栽協会
市民ホール
第四会議室

造形盆栽展

日本刺繍工房日本刺繍展

人形美術協会人形美術展

将棋連盟市役所
森野分庁舎
４Ｆ

１０月２９日（日）将棋大会

囲碁連盟

１１月３日（祝）

囲碁大会

謡曲会市民フォーラム
ホール

謡曲大会

宮川哲夫研究会歌唱の集い

映像文化研究会市民フォーラム
視聴覚室映画上映会

○申し込み　町田市文化協会
　　　　　　須藤11７９１・９２０２、6７９１・９２０３、中山116７２９・２５４０
※市民美術展は、２００７年２月２４日～３月４日に国際版画美術館で開催しま
す。なお、詳細は後日、ご案内します。
※開催時間など、詳細は「申し込み先」にお問い合わせ下さい。
※申し込み内容によってはお受けできない場合があります。
※催しによっては参加費が必要になります。

　

重
度
障
が
い
者
（
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
・
２
級
、
内
部
障
が
い
は
３
級
も

含
む
。
愛
の
手
帳
１
度
・
２
度
）
の
方

を
対
象
と
し
た
○障
 

受
給
者
証
（
た
だ

し
、
所
得
制
限
額
を
超
え
る
方
【
左
表

参
照
】
、
重
度
障
が
い
者
と
な
ら
れ
た

年
齢
が　

歳
以
上
の
方
、
○老
 

医
療
受
給

６５

者
証
を
お
持
ち
で
住
民
税
が
課
税
の
方

更

新

し

ま

す

○障
 

受
給
者
証

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）
の
更
新
が
行

わ
れ
ま
す
。
引
き
続
き
助
成
が
受
け
ら

れ
る
方
に
は
９
月
か
ら
の
新
し
い
受
給

者
証
を
８
月
下
旬
頃
に
送
付
し
ま
す
。

ま
た
、
所
得
が
基
準
額
を
超
え
る
な
ど

で
受
給
資
格
が
な
く
な
る
方
に
は
、
資

格
消
滅
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
以
前
に
所
得
超
過
で
受
給
資

格
が
喪
失
し
た
方
も
所
得
【
左
上
表
参

照
】
に
よ
っ
て
再
び
該
当
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

有
効
期
限
の
過
ぎ
た
受
給
者
証
は
障

が
い
福
祉
課
へ
お
返
し
下
さ
い
。

□問
 

障
が
い
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

８
、
6
７
２
４
・
１
１
９
１

平成１８年９月１日～平成１９年８月３１日適 用 期 間

平成１７年中収入（所得）収 入 期 間

５人４人３人２人１人０人扶養親族等の数所
得
制
限
額 ５，５０４５，１２４４，７４４４，３６４３，９８４３，６０４基 準 額
（単位：千円）

※基準額を超える方は対象になりません。
※２０歳未満の方は国民健康保険の世帯主等の所得です。
※２０歳以上の方は、障がい者ご本人の所得です。

所 得 制 限 基 準 額 表

町
田
市
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
「
秋
山
庄
太
郎

美
術
館
」

薬

師

池

公

園

親
子
映
画
鑑
賞
会

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

８
月　

日
（
火
）
午
後
３
時

２２

〜
４
時

 
藍 
染
め
講
習
会

あ
い

　

藍
の
生
葉
と
紅
花
の
染
料
を
使
っ
て

絹
の
ス
カ
ー
フ
を
染
め
ま
す
。

○
日
時　

８
月　

日
（
日
）
午
前
９
時

２７

〜
午
後
０
時　

分
３０

○
会
場　

大
賀 
藕  
絲 
館

ぐ
う 

し

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

３２

○
費
用　

２
０
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

※
小
学
生
以
下
・　

歳
以
上
の
方
は
、

７０

１
８
０
０
円
。

○
申
し
込
み　

８
月　

日
ま
で
に
電
話

２１

で
大
賀
藕
絲
館
（
11
７
９
７
・
１
６
１

６
）
へ
。

○
会
場　

同
館

○
内
容　

「
リ
ボ
ン
の
騎
士
」
「
り
す

と
カ
メ
ラ
マ
ン
」
「
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス

の
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
」

○
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

３０

□問
 

町
田
市
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
「
秋
山
庄
太

郎
美
術
館
」
11
７
３
６
・
８
２
８
１



２００６．　．　 （　）８ １１ ７町田市コールセンター11０４２・７２４・５６５６

●
町
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
町
田
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
「
音
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
中
級
講
座
」

【
よ
り
よ
い
音
訳
の
た
め
に
〜
第
２
回

ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
／
辞
典
・
辞
書

の
活
用
法
】

　

対
象
＝
現
在
音
訳
活
動
を
さ
れ
て
い

る
方
／
日
時
＝
９
月
６
日
午
後
２
時
〜

４
時
／
会
場
＝
町
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

セ
ン
タ
ー
／
講
師
＝
新
宿
朝
日
カ
ル
チ

ャ
ー
セ
ン
タ
ー
音
訳
講
座
講
師
・
松
本

久
美
子
氏
／
定
員
＝　

人
（
申
し
込
み

５０

順
）
／
費
用
＝
５
０
０
円
／
申
し
込
み

＝
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
（
11
７
２
５
・

４
４
６
５
）
へ
（
質
問
を
用
意
さ
れ
て

い
る
方
は
お
申
し
出
下
さ
い
）
。

●
町
田
商
工
会
議
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

問
い
合
わ
せ
は
同
会
議
所
（
11
７
２

２
・
５
９
５
７
）
へ
。

【
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
「
改
正
ま
ち

づ
く
り
三
法
と
今
後
の
地
域
ま
ち
づ
く

り
」
】

　

対
象
＝
市
内
商
工
業
者
、
街
づ
く
り

に
関
心
の
あ
る
方
／
日
時
＝
８
月　

日
２１

午
後
７
時
〜
８
時　

分
／
会
場
＝
ぽ
っ

３０

ぽ
町
田
／
講
師
＝
中
小
企
業
基
盤
整
備

機
構
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
・
木
村
則

彦
氏
／
定
員
＝　

人
（
申
し
込
み
順
）

４０

／
申
し
込
み
＝
電
話
で
同
会
議
所
へ
。

【
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
法
務
３
級
講
座
】

　

日
時
＝
９
月　

日
、　

日
、　

日
午

１６

２３

３０

前　

時
〜
午
後
５
時
／
会
場
＝
同
会
議

１０
所
／
定
員
＝　

人
（
申
し
込
み
順
）
／

２０

費
用
＝
２
万
５
０
０
０
円
、
学
生
・
会

員
２
万
円
／
申
し
込
み
＝
電
話
で
同
会

議
所
へ
。

【
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
２
級
講

座
】

　

対
象
＝
同
検
定
３
級
の
知
識
を
お
持

ち
の
方
／
期
日
＝
９
月
６
日
〜　

月
８

１１

日
の
毎
週
水
曜
日
（
全　

回
）
／
時
間

１０

＝
午
後
７
時
〜
９
時
／
会
場
＝
同
会
議

所
／
定
員
＝　

人
（
申
し
込
み
順
）
／

２０

費
用
＝
３
万
４
０
０
０
円
、
学
生
・
会

員
２
万
９
０
０
０
円
／
申
し
込
み
＝
電

話
で
同
会
議
所
へ
。

●
す
み
れ
保
育
園
・
保
育
士
募
集

【
①
パ
ー
ト
保
育
士
②
産
休
代
替
職
員

（
保
育
士
）
】

　

資
格
＝
①　

〜　

歳
ま
で
の
方
（
保

２０

５０

育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方
歓
迎
）
②
保

育
士
資
格
を
お
持
ち
の　

〜　

歳
ま
で

２０

５５

の
方
／
期
間
＝
②
８
月
〜
２
０
０
７
年

３
月　

日
（
１
年
延
長
可
）
／
勤
務
日

３１

時
＝
①
月
〜
金
曜
日
、
午
後
４
時
〜
７

時
②
月
〜
金
曜
日
、
午
前
８
時
〜
午
後

５
時　

分
／
勤
務
地
＝
同
園
（
木
曽

１５

町
）
／
詳
細
は
同
園
（
11
７
２
３
・
３

２
２
９
）
へ
。

●
納
涼
の
夕
べ

　

ハ
ン
デ
ィ
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

共
に
地
域
生
活
を
目
指
そ
う
／
日
時
＝

８
月　

日
午
後
５
時
〜
８
時
／
会
場
＝

２６

市
役
所
本
庁
舎
駐
車
場
／
内
容
＝
模
擬

店
、
盆
踊
り
ほ
か
／
車
イ
ス
を
利
用
し

て
お
り
、
当
日
会
場
ま
で
来
ら
れ
な
い

方
は
事
前
に
ご
連
絡
下
さ
い
／
当
日
は

市
役
所
本
庁
舎
駐
車
場
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
／
□問
 

町
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
11

７
２
２
・
４
８
９
８

●
お
ひ
さ
ま
保
育
園
・
夏
ま
つ
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集

　

日
時
＝
９
月
２
日
（
雨
天
時
は
３

日
）
午
前　

時
〜
午
後
８
時
ま
で
の
可

１０

能
な
時
間
で
お
願
い
し
ま
す
／
会
場
＝

野
津
田
袋
公
園
／
子
ど
も
コ
ー
ナ
ー
の

ゲ
ー
ム
の
景
品
の
寄
付
も
お
願
い
し
ま

す
／
□問
 

同
園
11
７
３
６
・
６
６
４
８

●
町
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

「
エ
ア
コ
ン
洗
浄
」

　

エ
ア
コ
ン
洗
浄
、
網
戸
張
り
替
え
で

快
適
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！
／
□問
 

同
セ

ン
タ
ー
11
７
２
３
・
２
１
４
７

●
町
田
市
母
子
福
祉
会
「
体
操
教
室
」

　

日
時
＝
９
月　

日
午
後
２
時　

分
か

１７

３０

ら
／
会
場
＝
ま
ち
だ
中
央
公
民
館
／
会

員
も
募
集
し
て
い
ま
す
／
□問
 

同
会
11
6

７
２
９
・
５
４
５
０
（
午
後
８
時
以

降
）

●
都
立
町
田
高
校
公
開
講
座
「
江
戸
東

京
歴
史
散
歩
」

　

対
象
＝
都
内
在
住
、
在
勤
の
方
／
期

日
＝　

月
１
日
、　

日
／
会
場
＝
茗
荷

１０

１５

谷
、
小
石
川
、
王
子
周
辺
／
定
員
＝　
２５

人
（
抽
選
）
／
費
用
＝
１
９
８
０
円

（
入
場
料
、
受
講
料
等
）
／
申
し
込
み

＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
性
別
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
９
月

４
日
ま
で
（
必
着
）
に
同
校
公
開
講
座

担
当
（
〒　

－

０
０
２
１
、
中
町
４－

１９４

　

－

３
、
11
７
２
２
・
２
２
０
１
）

２５へ
。

ス
ポ
ー
ツ
教
室

【
親
子
体
操
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
で
２
歳
６
か
月
〜

３
歳
（
教
室
初
日
）
の
幼
児
と
そ
の
保

護
者

※
兄
弟
等
の
お
ん
ぶ
・
抱
っ
こ
で
の
参

加
は
不
可
。

○
期
間
・
会
場　

サ
ン
町
田
旭
体
育
館

水
曜
コ
ー
ス
＝
９
月　

日
〜　

月　

日

１３

１１

１５

の
毎
週
水
曜
日
、
総
合
体
育
館
木
曜
コ

ー
ス
＝
９
月　

日
〜　

月　

日
の
毎
週

１４

１１

１６

木
曜
日
（
全　

回
）

１０

○
時
間　

各
コ
ー
ス
午
前　

時
〜　

時

１０

１１

○
定
員　

サ
ン
町
田
旭
体
育
館
（
水
曜

コ
ー
ス
）
＝　

組
、
総
合
体
育
館
（
木

２５

曜
コ
ー
ス
）
＝　

組
３０

○
費
用　

４
７
０
０
円

【
わ
ん
ぱ
く
体
操
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
園
の
５
〜
６

歳
（
教
室
初
日
）
の
未
就
学
児

○
期
間
・
会
場　

総
合
体
育
館
火
曜
コ

ー
ス
＝
９
月　

日
〜　

月
５
日
（　

月

２６

１２

１０

　

日
を
除
く
）
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館

１０水
曜
コ
ー
ス
＝
９
月　

日
〜　

月　

日

１３

１１

１５

（
各
コ
ー
ス
全　

回
）

１０

○
時
間　

各
コ
ー
ス
午
後
３
時　

分
〜

１５

４
時　

分
１５

○
定
員　

各
コ
ー
ス　

人
４５

○
費
用　

１
４
０
０
円

【
ち
び
っ
こ
体
操
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
園
で
３
〜
４

歳
（
教
室
初
日
）
の
幼
児

○
期
間
・
会
場　

総
合
体
育
館
木
曜
コ

ー
ス
＝
９
月　

日
〜　

日　

日
の
毎
週

２１

１１

３０

木
曜
日
（　

月　

日
を
除
く
）
、
サ
ン

１１

２３

町
田
旭
体
育
館
金
曜
コ
ー
ス
＝
９
月
８

日
〜　

月　

日
の
毎
週
金
曜
日
（　

月

１１

２４

１０

　

日
、　

月
３
日
を
除
く
）
各
コ
ー
ス

２０

１１

全　

回
１０

○
時
間　

各
コ
ー
ス
午
後
３
時　

分
〜

１５

４
時　

分
１５

○
定
員　

総
合
体
育
館
木
曜
コ
ー
ス
＝

　

人
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
金
曜
コ
ー

４０ス
＝　

人
２５

○
費
用　

１
４
０
０
円

【
小
学
生
体
操
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
で
跳
び
箱

・
マ
ッ
ト
運
動
・
鉄
棒
が
苦
手
な
小
学

生○
期
間
・
会
場　

総
合
体
育
館
木
曜
コ

ー
ス
＝
９
月　

日
〜　

月　

日
（　

月

２１

１１

３０

１１

　

日
除
く
）
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
金

２３曜
コ
ー
ス
＝
９
月
８
日
〜　

日　

日

１１

２４

（　

月　

日
、　

月
３
日
除
く
）
、
各

１０

２０

１１

コ
ー
ス
全　

回
１０

○
時
間　

各
コ
ー
ス
午
後
４
時　

分
〜

３０

６
時

○
定
員　

総
合
体
育
館
木
曜
コ
ー
ス
＝

　

人
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
金
曜
コ
ー

４０ス
＝　

人
２５

○
費
用　

１
４
０
０
円

【
小
学
生
球
技
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
生

○
期
間
・
会
場　

総
合
体
育
館
火
曜
コ

ー
ス
＝
９
月　

日
〜　

月
５
日
の
毎
週

２６

１２

火
曜
日
（　

月　

日
を
除
く
）
、
サ
ン

１０

１０

町
田
旭
体
育
館
水
曜
コ
ー
ス
＝
９
月　
１３

日
〜　

月　

日
の
毎
週
水
曜
日
、
各
コ

１１

１５

ー
ス
全　

回
１０

○
時
間　

各
コ
ー
ス
午
後
４
時　

分
〜

３０

６
時

○
定
員　

各
コ
ー
ス　

人
４０

○
費
用　

１
６
０
０
円

◇

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
人
ま

た
は
１
組
１
枚
１
コ
ー
ス
）
に
教
室
名

・
体
育
館
コ
ー
ス
名
・
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
・
生
年
月
日
（
保
護
者

は
不
要
）
・
市
外
在
住
の
方
は
幼
稚
園

名
、
学
校
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

８
月　

日
ま
で
（
消
印
有
効
）
に
ス
ポ

１８

ー
ツ
振
興
公
社
へ
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
、
初
参
加
者
優

先
の
う
え
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　

運
動
の
で
き
る
服
装
・
靴
で
近
く
の

会
場
へ
直
接
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
初
心
者
・
初

級
者
（
小
・
中
学
生
歓
迎
し
ま
す
）

○
日
時　

８
月　

日
（
土
）
、　

日

１９

２０

（
日
）
午
前
９
時
〜
正
午
（
雨
天
中

止
）

○
会
場　

町
田
・
南
地
区
＝
原
町
田
市

民
の
森
コ
ー
ト
（
原
町
田
３
丁
目
）
、

忠
生
・
堺
地
区
＝
笠
原
コ
ー
ト
（
木
曽

町
１
６
１
３
）
、
鶴
川
地
区
＝
小
野
路

下
堤
コ
ー
ト
（
小
野
路
町
２
１
８
１
）

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

ゲ

ー

ト

ボ

ー

ル

初
心
者
・
初
級
者
教
室

健
康
づ
く
り

リ

ズ

ム

運

動

【
小
作
品
を
楽
し
む
】

　

体
を
ゆ
っ
く
り
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
る

こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
の　

歳
前

５０

後
の
方

○
期
間　

９
月
６
日
〜　

月
４
日
の
毎

１０

週
水
曜
日
（
全
５
回
）

○
時
間　

正
午
〜
午
後
１
時　

分
１５

○
会
場　

サ
ン
町
田
旭
体
育
館

○
講
師　

町
田
市
リ
ズ
ム
運
動
サ
ー
ク

ル
指
導
者
研
究
会

○
定
員　
　

人
４５

○
費
用　

２
１
５
０
円
（
初
日
徴
収
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

８
月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
ス
ポ
ー
ツ

１８

振
興
公
社
へ
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選
に
な

り
ま
す
。

※
詳
細
は
町
田
市
リ
ズ
ム
運
動
サ
ー
ク

ル
（
11
７
３
４
・
１
２
９
０
）
へ
。

□問
 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

市
内
高
校
男
子
リ
ー
グ
戦

○
対
象　

高
校
１
・
２
年
生
で
市
内
高

校
の
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
、
顧
問
が
引
率

イ

ン

ド

ア

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

　

歳
以
上
の
方

１６○
日
時　

８
月　

日
（
日
）
正
午
〜
午

２７

後
６
時

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
競
技　
　

ｍ　

㎝
的　

射
×
２
ラ
ウ

３０

８０

３６

ン
ド

○
部
別　

Ｓ
Ｂ
、
Ｂ
Ｂ
、
Ｒ
Ｃ
、
Ｃ
Ｐ

の
各
男
女

○
費
用　

５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

室
内
プ
ー
ル
自
主
事
業

　

申
し
込
み
は
、
午
前　

時
〜
午
後
７

１０

時
に
直
接
室
内
プ
ー
ル
へ
。

【
小
学
生
短
期
水
泳
教
室
】

○
対
象　

小
学
１
〜
４
年
生
の
初
心
者

で
、
も
ぐ
れ
な
い
〜
キ
ッ
ク
、
ク
ロ
ー

ル　

メ
ー
ト
ル
を
目
指
し
ま
す
。

２５
〈
小
学
生
Ａ
コ
ー
ス
〉

○
期
日　

９
月
５
日
、　

日
、　

日
の

１２

２６

火
曜
日

○
時
間　

午
後
４
時　

分
〜
５
時　

分

３０

３０

〈
小
学
生
Ｂ
コ
ー
ス
〉

○
期
日　

９
月
５
日
、　

日
、　

日
の

１２

２６

火
曜
日

○
時
間　

午
後
５
時　

分
〜
６
時　

分

３０

３０

◇

○
定
員　

各　

人
（
申
し
込
み
順
）

３０

○
費
用　

２
４
０
０
円
（
全
３
回
）

〈
小
学
生
Ｃ
コ
ー
ス
〉

○
期
日　

９
月
７
日
、　

日
、　

日
、

１４

２１

　

日
の
木
曜
日

２８○
時
間　

午
後
４
時　

分
〜
５
時　

分

３０

３０

〈
小
学
生
Ｄ
コ
ー
ス
〉

○
期
日　

９
月
７
日
、　

日
、　

日
、

１４

２１

　

日
の
木
曜
日

２８○
時
間　

午
後
５
時　

分
〜
６
時　

分

３０

３０

◇

○
定
員　

各　

人
（
申
し
込
み
順
）

３０

○
費
用　

３
２
０
０
円
（
全
４
回
）

市

民

体

育

祭

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

高
校
生
以
上
の
方
及
び
連
盟
登
録
者

○
日
時　
　

月
１
日
（
日
）
午
前
９
時

１０

か
ら

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
種
目　

ダ
ブ
ル
ス
の
個
人
戦

○
部
別　

男
子
１
部
・
２
部
・
３
部
・

壮
年
の
部
、
女
子
１
部
・
２
部
・
３
部

・
壮
年
の
部
（
１
部
＝
各
大
会
上
位
入

賞
者
及
び
希
望
者
、
２
部
＝
１
部
以
外

の
方
、
３
部
＝
２
部
の
２
回
戦
敗
退
者

程
度
及
び
経
験
３
年
以
内
程
度
の
方
、

壮
年
の
部
＝
大
会
当
日
の
年
齢
が　

歳
４５

以
上
の
方

○
費
用　

１
組
５
０
０
円

○
申
し
込
み　

大
会
要
項
（
総
合
体
育

館
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
に
あ
り
ま

す
）
を
参
照
の
う
え
、
９
月
６
日
ま
で

に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

●
東
京
女
学
館
大
学
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
第
９
回
教
養
講
座
「
パ
ソ
コ
ン
の
使

い
方
・
楽
し
み
方－

パ
ソ
コ
ン
を
遊
ぶ

－

」
】

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
／
日
時

＝
８
月　

日
午
後
３
時
〜
４
時
（
オ
ー

２０

プ
ン
・
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催
日
）
／
会
場

＝
同
大
学
／
講
師
＝
同
大
学
助
教
授
・

符
儒
徳
氏
、
宮
嶋
宏
行
氏
／
□問
 

同
大
学

企
画
広
報
室
11
７
９
６
・
１
１
４
５

【
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
特
別
講
義

「
仕
事
を
通
し
て
人
は
成
長
す
る
」－

夢
を
も
っ
て
キ
ャ
リ
ア
を
拓
く－

】

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
／
日
時

＝
８
月　

日
午
後
２
時
〜
３
時
／
会
場

２０

＝
同
大
学
／
講
師
＝
株
式
会
社
ダ
イ
エ

ー
代
表
取
締
役
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
・
林
文

子
氏
／
□問
 

同
大
学
入
試
広
報
室
11
７
９

６
・
１
８
４
５

　

夏
休
み
の
終
わ
り
の
一
日
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

８
月　

日
（
日
）
午
後
４
時

２７

　

分
〜
７
時　

分

３０

３０

○
会
場　

町
田
市
障
が
い
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
・
ひ
か
り
療
育
園
（
忠
生
３－

６

－

２
）

○
出
演　

町
田
和
太
鼓
ク
ラ
ブ
、
ど
ん

ぐ
り
和
太
鼓
ク
ラ
ブ
、
野
津
田
高
校
手

話
コ
ー
ラ
ス
＆
ダ
ン
ス
部

○
内
容　

盆
踊
り
、
模
擬
店
、
ゲ
ー
ム

コ
ー
ナ
ー

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。

□問
 

ひ
か
り
療
育
園
11
７
９
４
・
０
７
３

０

ひ
か
り
療
育
園

ひ
か
り
療
育
園

セ

　
　

セ
ン
タ
ー
祭
り

ン
タ
ー
祭
り

で
き
る
チ
ー
ム

○
日
時　

８
月　

日
（
木
）
、　

日

２４

２９

（
火
）
午
前
９
時
か
ら

○
会
場　

サ
ン
町
田
旭
体
育
館

○
試
合
方
法　

リ
ー
グ
戦

○
費
用　

１
チ
ー
ム
１
万
円

○
申
し
込
み　

所
定
の
申
込
用
紙
（
総

合
体
育
館
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
８
月　

日
午
後
５
時
ま
で

１５

（
必
着
）
に
体
育
協
会
事
務
局
へ
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局
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★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　あけぼの病院
 （中町１－１１－１１　11０４２・７２８・１１１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：藤の台球場
１０時３０分：小山観音谷戸
２時　　：小山田桜台
２時１０分：忠生公園内駐車場
３時１０分：都営八幡平アパート
３時２０分：木曽学童保育クラブ前、シーアイハイ

ツ町田

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○人権身の上相談〈人権侵害などの問題について〉（１時３０
分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

８／

１１
金

☆市民ホールギャラリー（～１３日　ちびっ子
写真展○問 ㈱薬師スタジオ11７２０・４４９２、
７１０・０６４０）
○京王閣競輪ナイター開催（～１３日　○問 東 
京都十一市競輪事業組合11０４２４・８９・
１３１１）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“藤の台・木曽線”

★救急当番医（内科系　午後１時～翌朝８時）
　町田市民病院
 （旭町２－１５－４１　11０４２・７２２・２２３０）１２

土

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“図師・桜台線”“市役所・森野線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　�内科系　町田病院 （11０４２・７８９・０５０２）
　�外科系　町田市民病院 （11０４２・７２２・２２３０）
　　　　　　おか脳神経外科
 （11０４２・７９８・７３３７）

★町田市歯科医師会休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・５４１４）

★当番医（午前９時～午後５時）
　�すずかけ台診療所○内 ○小 
 （つくし野３－１７－９　11７９５・２１２１）

　�町田東口クリニック○内 
 （森野１－３４－１３　11７２１・８８５５）

　�玉川学園土屋クリニック○内 
 （南大谷２１９－２３　11７２９・５２２８）

　�やもりこどもクリニック○小 
 （真光寺２－３７－１１　11７３７・３６７５）

　�久田医院○内  （忠生３－２０－２　11７９３・４１１４）

１３
日

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“中町・本町田線”“バスセンター・境川
公社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
 （下小山田町１４９１　11０４２・７９７・１５１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
３時　　：金井関山公園

１４
月

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田慶泉病院
 （小川１５４６－２　11０４２・７９５・１６６８）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：小山白山公園、境川団地市場前、上宿

公園
１時５０分：総合体育館駐車場入口
２時　　：四つ木橋公園、小山田会館
３時　　：つくし野セントラルパーク
３時１０分：能ヶ谷いずみ公園、谷戸クラブ

○労働相談（１時３０分～４時３０分　東京都労働相談情報セ
ンター八王子事務所出張相談　森野分庁舎３階　電話相
談可＝11７２６・１３９４〈月～金〉）

１５
火

☆国際版画美術館市民展示室（～２０日　水彩
画サークル作品展○問 林11７２５・９３２２／
～２０日　美術家たちによる平和へのメッセ
ージ展○問 佐藤11０４６・２５１・７６０４）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“薬師台・木倉・緑山線”“藤の台・木曽
線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田病院 （木曽町１１２１　11０４２・７８９・０５０２）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：成瀬熊ヶ谷戸公園、鶴川さくら病院
１０時３０分：町田荘
２時　　：鶴川台緑の里公園、三輪第一住宅前、

小山市民センター横
３時１０分：鶴川区画整理事務所前、三輪沢谷戸か

えで公園
３時２０分：三ツ目山公園

○交通事故相談〈交通事故に関する様々な問題について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○更生保護相談（１０時～４時　ボランティアサロン２階会
議室　○問 福祉総務課11７２４・２１３３）１６

水

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“バスセンター・
境川公社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　南町田病院
 （鶴間１００８－１　11０４２・７９９・６１６１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１時５０分：都営中里橋アパート内公園
２時　　：小野路公会堂
２時３０分：諏訪神社
３時　　：薬師ヶ丘住宅、かしのみ公園
３時３０分：大戸のびっ子クラブ

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○登記相談〈不動産や会社登記など登記全般について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○母性保健・母乳育児相談（１０時～正午、１時～３時　健
康福祉会館　助産師による相談　妊娠の計画に関する相
談可　乳房マッサージ要予約　電話相談も受け付け 
＝11７２５・５４１９）

○なんでも健康・栄養相談（９時１５分～１０時３０分　１時１５
分～３時　健康福祉会館　○問 健康課11７２５・５１７８）

１７
木

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“高ケ坂・成瀬線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　あけぼの病院
 （中町１－１１－１１　11０４２・７２８・１１１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：薬師台青空公園
１０時３０分：すずかけ台ハイタウン、マイライフ尾

根道
２時　　：宝泉寺駐車場、南町田ハイタウン前、

鶴間風の子公園
３時　　：鶴間ガーデンセシア
３時１０分：小山小前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○人権身の上相談〈人権侵害などの問題について〉（１時３０
分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○心配ごと相談（１０時～３時　電話相談のみ受け付け 
＝11７２９・５０７０　○問 町田市社会福祉協議会11７２２・
４８９８）

１８
金

☆市民ホールギャラリー（～２０日　絆   「めぐ
きずな

みちゃんと家族－横田滋ミニ写真展」拉致
被害者全員の帰国を願って○問 町田救う 
会11０９０・４３１１・３７１６）
□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“中町・本町田線”“藤の台・木曽線”

★救急当番医（内科系　午後１時～翌朝８時）
　町田病院 （木曽町１１２１　11０４２・７８９・０５０２）

１９
土

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“小山・相原線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　�内科系　町田市民病院 （11０４２・７２２・２２３０）
　�外科系　町田病院 （11０４２・７８９・０５０２）
　　　　　　多摩丘陵病院 （11０４２・７９７・１５１１）
★町田市歯科医師会休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・５４１４）

★当番医（午前９時～午後５時）
　�仁愛医院○内 ○小  （高ヶ坂８９２　11７２８・１０５５）
　�名越クリニック○内 
 （原町田４－７－１４　11７２９・６５５６）

　�平野クリニック○内  （成瀬３１２５－２　11７３２・１３２１）
　�はやし内科クリニック○内 
 （真光寺２－３７－１１　11７３６・５５０１）

　�キッズクリニック智○小 
 （相原町１６５２－１　11７００・６３１５）

２０
日□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」

“図師・桜台線”“バスセンター・境川公
社住宅線”

救急当番医などのお問い合わせ�

医師会テレホンサービス1７３９・０６６０�

http://www.machida.tokyo.med.or.jp

医　師　会　ホ　ー　ム　ペ　ー　ジ�

�

毎日実施しています�

1710・0927

診療時間＝午後７時～１０時（受付は午後９時３０分まで）�

※受診する場合は必ず電話でご連絡下さい�
午後６時から電話をお受けしています�

□健康課1725・5471問�

町田市医師会準夜急患こどもクリニック�

二次救急医療（入院を必要とする救急医�
療）に毎日２４時間対応します。※受診す�
る場合は必ず電話でご連絡下さい�

【内科系・外科系】�
　　・多摩丘陵病院　　　　７９７・１５１１�
　　・町田慶泉病院　　　　７９５・１６６８�
　　・南町田病院　　　　　７９９・６１６１�
【内科系のみ】�
　　・町田病院　　　　　　７８９・０５０２�
【外科系のみ】�
　　・おか脳神経外科　　　７９８・７３３７�
【内科系・外科系・小児科】�
　　・町田市民病院　　　　７２２・２２３０�
※番号をお間違えのないようご注意下さい。�

法律相談は電話予約制です�

市民相談室1724-2102

金曜日の午前８時３０分から�
�次週分の予約を受け付けます。�

教育相談（月～金）教育センター�

電話相談�
9：00～12：00  1：00～4：30

来所・出張�
相談の予約�

792－6548

792－6546

マナーを守って�

ペットを飼いましょう�

月・火・木・金曜日：午前９時３０分～午後４時�
水曜日：午後１時～８時（第三水曜日は除く）�

電話による女性悩みごと相談�
（家庭・人間関係・女性への暴力）

 男女平等推進センター（市民フォーラム内）�� �

法律相談有り＝要予約�1７２１－４８４２�

ごみのポイ捨ては�

　　やめましょう�
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低利で安心な公的融資を斡旋・紹介します�

事業資金・開業資金のご案内�
●「無担保・無保証人」のマル経融資制度�

●町田市、東京都、国民生活金融公庫など�

融資限度額…１，０００万円　利率…年２．３５％（平成１８年７月１２日現在）�

【連絡先】町田商工会議所　中小企業相談所�
町田市原町田３－３－２２（百円館ダイソー向い）　電話０４２－７２２－５９５７�
URL   http://www.machida-cci.or.jp

お気軽にご相談ください！�

電話・来所による児童相談�

子ども家庭支援センター�

月～金曜日、８時３０分～５時�

1７１０・１５２５�1７１０・１５２５�


